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本報告書は文化庁から国庫補助を受けた沖縄県戦争遺跡詳細分布調査のうち、

平成13年----14年度に実施した沖縄本島北部地区（伊江村を含む）における 成

果をまとめたものであります。

本県は去る沖縄戦において、多くの一般住民を巻き込んだ激しい戦闘が展開さ

れ多数の尊い命や財産が奪われました。沖縄諸島及び宮古・八重山諸島の島々に

は、この沖縄戦によって、多くの構造物や遺構などが残されています。

平成10年度より開始された戦争遣跡詳細分布調査のなかで、本報告書は一昨年

の「南部編」、昨年の「中部編」に続くものであります。

全県的な詳細分布調査の成果は、戦争追跡を文化財として保存検討するための

資料として、また、諸開発事業との協議調整や歴史。平和教育としての活用に資

するための基礎資料として役立つものと考えています。

本報告書が文化財保護思想の普及啓発や地域文化財への関心、並びに沖縄県の

歴史に対する理解と認識を深めるために、多方面にご活用いただければ幸いに{i-

じます。

未尾になりましたが、現地調査並びに報告書作成にあたり、多大なるご指溝ご

協力を賜りました文化庁をはじめ、関係市町村教育委員会などの各位に対して深

く感謝申し上げます。

2003年（平成15) 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 安里嗣淳
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例ロ

1 本報告書は、平成13 _, 1 4年度に実施した戦争遺跡詳細分布調査（北部地区）成果を収録

したものである。

2 本事業は、文化庁からの補助を受け、沖縄県教育委員会が行ったものである。調査は県立埋

蔵文化財センターが主体となって実施した。

3 執筆者は次のとおりである。また、編集作業は川元哲哉を中心に地主園亮・古川由紀の協力

を得て行った。

川元哲哉第 I章、第II章、第w章1節、 3節、 5節a・b、7節b、8節、
10節a、第V章、附編III

吉川由紀第III章、第w章2節、 6節b、7節a
地主園亮第W章4節、 9節、 10節b・d、附編 I

池川榮史第W章5節c

恩河 尚第W章6節a

村上有慶第W章10節c

吉浜 忍附編II

4 本報告書に使用した地形図は、国士地理院（平成6年 12月1B)発行の25,000分1を複製、

転用した。

5 附図（遺跡分布図）には、踏杏で確認されている戦争に関連する戦前期の記念碑等も戦争遺

跡としてプロットした。

6 本調査において、北部地区各市町村教育委員会、地域史協議会機関及び関係者等の協力のも

と、円滑な調杏を実施することができた。特に記して感謝申し上げます。

7 本調査で得られた実測図、写真などの資料はすべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管して

ある。

8 本報告書第w章の各遺跡の種別と形態は次のとおりである。

種別：住民避難、陣地、記念碑等、砲台、 トーチカ、交通関係、秘匿壕、監視哨、

銃座、指揮所、不明、その他

形態：自然壕、人工壕、建造物、構築物、不明、その他

※本報告書では、主として軍事目的に建築または土木工事を行った構造物を構築物とし、軍事目的

以外のものを建造物とした。



目 次

巻頭図版

序

例 言

第 I草調査の概要.........................................................................................................1 

第 1節．調査体制.........................................................................................................1 

第 2節．調森経過・........................................................................................................3 

第1I章地理的・歴史的環境.............................................................................................4 

第 1節．地理的環境......................................................................................................4 

第 2節．歴史的環境......................................................................................................5 

第III章沖縄戦の概要......................................................................................................8 

第 1節．本島北部における戦時体制づくり........................................................................8 

第2節．本島北部地域の戦闘..........................................................................................9 

第 3節． 住民被害と戦後の始まり・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・11

第w章 各市町村における戦争遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
第 1節．国頭村・.................................................................................................・・・・・・・・・・15 

a. 伊地の鉱tlJ跡・・・................................................................................................15 

第2節． 大宜味村・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・19

a. 大宜味の住民避難壕群．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・20

第 3節．東村・..............................................................................................................23 

a. 慶佐次カミガーの壕群.......................................................・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・24 

第4節．今帰仁村・・.......................................................................................................27 

a. 渡喜仁の陣地壕．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・28

b. 運天の魚雷艇隊の壕.................・............................................ ・................... ・・・・・・・・30 

第5節． 本部町・・・・...............................................................• ・............................ ・.......... 31 

a. 本部監視哨跡・・・・・・.............................................................................................32 

b. 謝花国民学校の奉安殿......................................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・34 

C. 消末隊の陣地壕................................................................................................35 

第6節． 名護市・・・.........................................................................................................37 

a. 大湿帯の御真影奉護壕.......................................................................................33 

b. 早田壕・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・40 
沖縄愛楽園の戦争遺跡・・.....................................................................................42 

第7節． 恩納村・・・.........................................................................................................13 

a. ギナン原のトーチカ・・・・・・....................................................................................44 

b. 石JII岳の住民避難地域...........................................................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・46 



第8節．宜野座村・........................................................................................................49 

a. トゥールガマ・..................................................................................................50 

第9節．金武町・...........................................................................................................53 

a. 金武の震洋隊秘厭壕...........................................・...... ・... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.......... ・...... ・・54 

第10節． 伊江村・・..........................................................................................................57 

a. 公益質屋跡・.....................................................................................................53 

b. ニイヤテイヤガマ・・:.......................................................................................... 50 

C. 独立混成第44旅団第2歩兵隊第3中隊関連の壕………………...…・ ・・・・・・...………………・・62 

d. アハシャガマ・......・.. ・........... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・.... ・.. ・ ・.... ・...... ・... ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・..... ・........... ・・64 

第V章総括..................................................................................................................66 

図版...........................................................................................................................71 

附 編・・・・・・.....................................................................................................................31 

I. 収容所・・・.........................................................................................................82 

II. 記念碑.......................................................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・84 

ill. 沖縄戦関係文献H録..........................................................................................g5 

索サI・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・88 

第 1図

第 2図

第 3図

第 4図

第 5図

第 6図

第 7図

第 8図

第 9図

第10図

第11図

第12図

第13図

図目次

日本国周辺位骰図・................................................................................5 

沖縄本島及び周辺離島位置図・・・・・・・・・・・・......................................................6 

調杏地区・・...........................................................................................6 

鉱山跡 平面図・壕□立面図...............................・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・1 7 
避難壕群プロット図・・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・.. ・・・・・21 

カミガーの壕:¥fo.5平面図.....................................................................25 

陣地壕平面図及び壕口立面図...............................................................zg 

監視哨跡平面図及び立面図..................................................................33 

奉安殿平面図及び立面図...................................・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・3 5 

奉護壕平面図及び壕日断面図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・3 9 

早田壕平面図 ................................................. ・ ・ ・. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・41 

銃眼1, 2及び壕口立面図 ............................... ・ ・ ・. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・45 

避難経路地形図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・4 7 

第14図 トゥールガマ平面図及び断面図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．曇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51

第15図 秘匿壕平面図・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・5 5 

第16図 公益質屋跡平面図及び立面図 …...... ….... …... ・・・・・・・・・・・・・・..…・ ・・・...…...... …... 59 

第17図 ニイヤテイヤガマ周辺遺跡分布図 • •• …... …• ・・・・・・・・・・・..….... ….... ……• ・・・・・・・・・・61

第18図 山グシの陣地壕平面図及び壕□立面図••……• ………• …………………•• ……・・・63 

表目次

第 1表 北部地区各市町村の人口と面積・・...................................................................4 

図版目次

図版 l 国頭村奥の避難壕 ・・・・・・・・71 図版 9 名護市振慶名の陣地壕塞ロ・・ ・75 

図版 2 大宜味村津波住民の避難壕・ ・ ・ ・71 図版10 名護市振慶名の陣地壕内部・・ ・75 

図版 3 東村平良弾痕の残る塀・ ・ ・ ・ ・ ・7 2 図版11 名護市喜瀬の炭焼き窯遠景・・ ・76

図版 4 今帰仁村上運天安里組2班の壕・ ・72 図版12 名護市喜瀬の炭焼き窯競面・・ ・76

図版 5 今帰仁村謝名の交通壕・ ・ ・ ・ ・ ・7 3 図版13 恩納村恩納バイパス接続部の壕 .77

図版 6 今帰仁村諸志の陣地壕群・ ・ ・ ・ ・7 3 図版14 宜野座村惣慶マッタラクブガマ・77

図版 7 本部町謝花仲袋の壕日・・・・・ ・74 図版15 金武町金武豊平隊陣地壕・ ・ ・ ・78 

図版 8 本部町謝花仲袋の壕内部・・・・ ・74 図版16 伊江村特設警備工兵隊出撃の地・78



第 I章 調査の概要

第 1節．調査体制

現地調査（平成13年度～平成 14年度）から資料整理及び報告書の刊行（平成11年度）まで、下記

の体制で実施した。また、北部地区各市町村教育委員会、地域史協議会機関及び関係者からの協力を随時

得ることができた。

a 2001年度（平成13)の調査体制

事業主体・・・沖縄県教育委員会

教育長 津嘉山朝祥

県教育庁文化課課長 常恒嗣ー

II 課長補佐 長堂嘉一郎・大城慧

II 記念物係長 盛本勲

II II 専門員 仲座久宜

調査主体・・・沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 知念勇

調査事務

副所長兼庶務課課長 知念廣義

庶務課主事 上原浩・城間千賀

調査総括

調査課課長

調査員

調査課主事

調査補助員

文化財調査嘱託員

調査作業員

b2002年度（平成14)の調査体制

事業主体・・・沖縄県教育委員会

島袋洋

川元哲哉

地主園亮•吉川由紀

島袋貴

教育長 津嘉山朝祥

県教育庁文化課課長 日越国昭

" 課長補佐 長堂嘉一郎・大城慧

" 記念物係長 島袋洋

" " 主任専門員岸本義彦

調査主体・・・沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 安里嗣淳

調査事務

副所長兼庶務課課長

庶務課主任

" 主事

安冨祖英紀

西江幸枝

城間千賀
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第II章 地理的・歴史的環境

第 1節．地理的環境 ＼ 
本報告書における調査対象地域である北部地区とは、沖縄本島の中程に位憐する金武町、恩納村以北の

地域及び伊江島の 1市2町7村である。
ゃんばる

沖縄本島北部は、石川地峡をほぼ境にして沖縄本島中部と区分することができる。地勢は山原と俗称さ

れるように、山地部とその周辺の段丘群からなるもので、国指定特別天然記念物ヤンバルクイナを代表と

する野生動物の宝庫である。
せんまいがん

北部地区の土壌は、 f枚岩•安山岩．屈欝団．直凪贔層などが中心となる赤～黄色の酸性土壌で国頭マ
ージと呼ばれる。北部山地の多くは本士壌で形成され、もっとも広く分布している。表士は比較的軟らか

く、取り扱いやすいが、作物の生育に必要なカルシウムや

マグネシウムなどの軽金属類が溶けて酸性士壌を形成して 北部地区市町村の人ロ・世帯数・面積

おり、一般的に痩せた土壌である。生産作物としては酸性

土壌に強い、パインアップルのほか、蜜柑、スイカ、茶、

など果実類をはじめとする農作物生産が営まれている。

また、山間部の多い北部地区の地形図を眺めていると、

一際H立つ平野地帯が本部半島の付け根に確認することが
はねじ

できる。羽地平野と呼ばれる地域であり、数十年前までは

沖縄本島最大の水田地帯であった。
なさだ

羽地内洵に注ぐ羽地大川・我部祖河川・余佐田川の下流

域の沖積低地を指し、方言名でハニジターブックヮと呼称
でんぽ

される地域である。ターブックワ（田袋）は田圃を意味す

る方言であるが、滅反政策や農家の後継者不足等により、

いまはサトウキビを主体とする畑作地へと転換を余儀なく

されている。この地域には、沖縄戦中から大規模な住民の

収容所が設附されていた。北部地区の戦後は、この収容所

生活から始まったといっても過言ではない。（収容所につ

いては附編「 I収容所」を参照されたい）

沖縄戦後、北部地区には山間地域を中心として、北部訓練場、辺野古弾薬卵、キャンプ・シュワブ、キ

ャンプ・ハンセンなどJム大な面積を占める米軍基地が建設された。近年では辺野古沖へ普天間桔地代替施

設を軍民共川空港として建設することで枯本計画が合意されているが、具体的な建設位置や建設力法にお

いて、国・県・市（名護市）との調整が続けられているところである。

一方、諸開発事業においては、近年の急激な山地開発と相まって降雨のたびに多量の土壌が流出して、

特に西洵岸地帯での赤土流出汚染などの新たな環境問題をおこしている。そもそも北部地域において、開

発がさかんに行われるようになったのは、日本復帰後の海洋博覧会に関わるリゾート開発であった。現在、

恩納村や名護市の西洵岸を中心にリゾートホテルが並び沖縄観光の中心地の一つを形成している。

市町村名 人口（人） 世帯数（世帯） 面積(km)

国頭村 5,913 2,279 194.80 

大宜味村 3,527 1,532 63.12 

東村 1,940 733 81.79 

今帰仁村 9,500 3,390 39.86 

本部町 14,641 5,396 54.29 

名護市 55,991 20,076 210.24 

恩納村 9,731 3,444 50.72 

宜野座村 5,035 1,613 31.28 

金武町 10,342 3,866 37.76 

伊江村 5,391 2,044 22.73 

北部地区計 122,011 44,373 786.59 

（注 1)データは沖縄県企画開発部市町村課資料による。
（注 2)人口及び世帯数については、平成13年3月21日現
在の住民基本台帳に記載されている数値である。
（注 3)面積については、平成12年10月 1日現在の建設省

国土地理院調査による。 （但し、石川市及び金武町の境
界未定部分については、平成13年度普通交付税の算定
に用いる市町村面積の協定書によって確定した）

（参考文献）

河名俊夫『琉球列島の地形』新星図書出版 1988年

名桜大学総合研究所『名桜大学総合研究No.3』名桜大学総合研究所 2001年

平凡社地方資料センター『日本歴史地名体系第48巻沖縄県の地名』平凡社 2002年
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沖縄本島北部、金武町・恩納村以北の地域を指す俗称として、山原が使われることは前節でも述べた。
しまじり

山の多い地方という、意味であり、近世以来、島尻（本島南部）を下方、箪蘭（本島中部）を田舎、薗砿

（本島北部）を山原といった。

ここでは北部地区を、近世の国頭方、近代の国頭郡を中心に、本調査地区である北部地区の歴史的環境

について述べることにする。

国頭方とは近世から、廃藩置県の行われた1879年までの行政区圃を指す。 1660年に国頭方代官が設齢

された。「琉球国由来記」によると、恩納・名調• 本部・今帰仁・羽地・大宜味・国頭・金武・久志の各

間切と伊江島・伊平屋島の 9間切2島を管轄した。なお、古琉球時代の 7代官制にあっては、金武・名

護・羽地・今帰仁・国頭などの間切が今帰｛て代官の管轄であったといわれている。

国頭方の宿次は首里の北側に近接する中頭方西原間切を起点とし金武・久志・羽地・大宜味・国頭の各

間切番所を経由する東宿と、中頭方浦添間切を起点とし恩納・名護• 本部・今帰仁の各間切番所を経由す

る西術があり、これらを繋ぐ宿道も整備された。それぞれ、国頭方束洵道・国頭方西海道と呼ばれ海上の

道とともに、北部地区と中南部地区を繋ぐ経路として利用されていた。
うんてん

北部地区は、山間地が多いという地勢上、洵上交通も重視され、今帰仁間切の運天（現今帰仁村）、本
とくち げさしf

部間切の渡久地（現本部町）、久志間切の慶佐次（現束村）などの港があった。近世以来、この港などを
しんたん

刊應Kて、首里・那覇や中南部に薪炭や木材・竹のほか、砂糖樽の材料などを供給しており、林痒物を
山原船で運搬する光景が戦前までは多くみられた。これらの港湾は、沖縄戦時においても重要視され、洵

あかつき

軍の根拠地隊や暁部隊の木材集積地として利用されている。

国頭郡という名称は、 1896年に公布された沖縄県郡編制法に基づいて成立したものである。 1879年の

沖縄県設置当初、県内の間切と島は首里・那覇• 島尻地方、中頭地方・国頭地方・久米島・伊平屋島・宮

古島・八重山島の 9行政区に区分されていた。その内国頭地方は金武・恩納・久志・羽地・名護・今帰

仁•本部・大宜味・国頭の 9 間切及び伊江島をもって成立していた。本調査地区もほぼこれと阿じ地域で

ある。

近代日本の一地方県に過ぎなくなった沖縄においても、殖産興業・富国帷兵が叫ばれ続けており、その

声は当然地方にも反映することになった。

国頭郡は占くから農林業が主要な産業であり、産業奨励も農林業を中心に行われた。明治末期には、重

要物産品評会、鼠駆除勝負、農具勝負、製炭改良焚励などが、郡主催あるいは青年会事業として各地で行

われている。

一方、軍事思想の普及については、 1909年に国頭郡兵事会が組織され更に各村に村兵事会が設けられ

た。翌年に、沖縄警備隊区司令部で在郷軍人会沖縄支部が結成され、太平洋戦争に至るまでの間、国防団
すいたい

体の役割を果たした。村内の戸主を会員、在郷軍人を義務会員として村長を会長に推戴し、軍人優待、壮
いしゃ

T教育、戦没者遣族慰藉、模範兵表彰等の各事業を行っていた。沖縄のー地方であるこの地域においても
軍事思想の普及発達が進められていった。

（参考文献）

国頭郡教育部会『沖縄県国頭郡誌』国頭郡教育部会 1919年 (1973年明治文献より復刻）

県教育庁文化課『沖縄県歴史の道調査報告書一国頭・中頭方西海道 (II)-』県教育委員会 1986年

県教育庁文化課『沖縄県歴史の道調査報告書W一国頭力東海道•他ー』県教育委員会 1989年

第3図調査地区
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第III章 沖縄戦の概要

第 1節．本島北部における戦時体制づくり

(1)飛行場建設とfl:民の徴川
北｝祁地域では、 I fM:{年から{Jl・y[島において飛行場建設が開始されていた。伊江島飛行場は「浮沈空

,~J: ・沖縄I0)代火的な航空枯地で、陸軍航空本部と国場組により工事が開始された。
I 9114 "I必: :1 月の第:~2軍創設後、飛行場大隊が沖縄に投入されると、工事は急ピッチで進んだ。伊江島飛

行場の建設にあてられた第50飛行場大隊は、東側滑走路、中央消走路の工事を担当した。飛行場大隊は元

来、 JI~行機の1脊備．補給・警備が主任務であるので、 500名弱の隊員は作業の指揮にあたるだけだった。

娼祭(J)f: 木作業にあたったのは、本島全域から集められた県民たちで、ピーク時には4000人を越えた。

凍・中飛行場のみ）労務者たちは、空腹に堪えながら 1週間から10日間、長い時には 1カ月に及ぶ菫労

働に従事したのである。 9月末までには伊江島の中央部に 3本の滑走路が南北に並列した。

(2)地上戦闘部隊の配憐

1944年7月、地J::戦闘部隊の沖縄配備が始まった。本島中南部には第9師団、本島北部地域と伊江島

には独立混成第44旅団・独立混成第15連隊（美川部隊）が配阻され、第2歩兵隊（宇土部隊）の本部が

名護に置かれた。

8月上旬になると、中国大陸から第24師団が沖縄入りし、南は普天間、北は安富祖～金武のラインに駐
5てんま

屯した。 8月下旬には、第62師団が普天間・涌添・北谷を中心に配置され、壕掘り作業を中心とする陣地

構築を始めた。また、北部に比べ平坦地の多い中南部には多くの飛行場が建設された。軍は米軍との決戦

場は本島南半部であるとの認識を持っていたので、主力を本島中南部に集め、陣地を構築した。

一方北部地域では、山間部を利用したゲリラ戦を想定して逝撃隊の配備が進められていた。 8月下旬、

第32軍に対して第 3 遊撃隊• 第4遊撃隊の編成が下令され、陸軍中野学校出身の将校らが幹部となり、
ごきょうたい

10月に編成を終えた。両部隊は防諜上、第1護郷隊・第2護郷隊と称された。作戦の遂行には、地元の地

理に詳しい青少年が必要だったため、 17歳未満の学校生徒（義勇隊）や学徒隊約700名が召集された。
ぎょらいてい こうりゅぅ しんよう

なお海軍部隊は、第27魚雷艇隊及び第2鮫龍隊が運天港に、特攻艇部隊である第22・ 第42震洋隊が金

武と屋嘉にそれぞれ配置された。

(3) + . 十空襲
10月10B、南西諸島一帯は5次にわたって米軍機による空襲を受けた。

北部地域で真っ先に爆撃対象とされた伊江島飛行場には、午前7時前、第一次攻撃で米軍機が来襲した。

艦載機の機銃掃射と急降下爆撃をうけ、滑走路、通信施設、宿舎などが破壊され、 7人の兵隊と40人の労

務者が犠牲となった。
せそこ

渡久地・名護方面には、 7時過ぎに14機が来襲して、瀬底島の船舶に急降下煤撃を加え3隻を炎L沈没

させた。渡久地には暁部隊の弾薬庫があり、これが爆破されたことで街は火の海と化した。また、悔軍部
やがし くにがみあいらくえん

隊が配樅されていた運天港も空襲され、対岸の屋我地島にあったハンセン病療養所国頭愛楽園（当時）も

爆撃された。この空襲による北部地域の人的被害は、名護・渡久地の警察署が把握する限りで死傷者108

名を数えた。

空襲後、軍は防衛隊を組織して破壊された伊江島飛行場の修復を行い、翌45年の 3月上旬までには、

束・中・西の 3飛行場を完成させた。

(4)たび重なる配備変更

1944年11月、第9師団が台湾へ引き抜かれることになった。 12月から翌年 1月にかけて、第9師団が

輸送されると、沖縄本島内の配備も大幅に変更された。読谷・具志川・嘉手納を中心に駐屯していた第24

師団が本島南部へと移動したため、独立混成第44旅団は、駐屯地域の南側境界線を金武～安富祖のライン

から北谷--~面まで下げた。独立混成第15連隊は、本島中部に主1Jを移し、北部地域は歩兵2個大隊と遊

-8-

たのだけ

撃隊を中心とした編成になった。このとき、第3遊撃隊は多野岳・名護岳・久志岳から北側は塩屋と川田

を結ぶラインまで、第 4 遊撃隊は恩納岳• 石川岳を中心に国頭郡南部から中頭郡北部までをそれぞれ重点

地域とし、逝撃戦の準備をすすめた。

1945年2月、再度の配備変更により、独立混成第44旅団は知念半島へ移駐し、本島中部には第62師団

独立歩兵第12大隊（賀谷支隊）が置かれた。さらに、司令部は飛行場の破壊を決定した。理由は、航空特

攻作戦から戦略持久作戦へ方針転換したことと、上陸後の米軍に飛行場を利用されることを恐れてたため

である。 3月138、軍民は伊江島飛行場の破壊作業にとりかかった。

(5)疎開地になる

1944年7月から県民の疎開事務を開始した県庁は、翌年の 3月までに本士へ約6万人、台湾へ約2万

人の疎開を行った。また本島北部地域は、敵の上陸が予想される中南部の住民疎開地域とされ、 1945年

2月以降、疎開事務が行われた。 2月7日、軍司令部から住民の食糧確保と老幼婦女子の北部疎開を言い

渡された県庁は、北部山岳地帯に収容小屋をつくることにし、名護にその設営本部を骰いた。

しかし、北部への疎開は容易に進まなかった。避難先での生活に不安があるのはもちろん、食糧をめぐ
ちゅうちょ

る問題や北部までの移動手段が徒歩しか無いことが、県民を躊躇させた。結果的に北部へ避難した県民は

約8万5000人に及ぶと考えられる。
ごしんえい

また、県内の各学校に置かれていた御真影を護るために、北部へ「疎開」させることになった。 1945
いなみね げんかおおしったい

年1月、教師や男子中学生らによって羽地村稲嶺国民学校に集められた御真影は、その後源河大湿帯の御

真影奉護壕に移された。同年6月30日、同地においで焼却されたようである。

第 2節本島北部地域の戦闘

(1)本島北部の戦闘

1945年4月1日、本島中部西海岸から上陸した米軍は、 3日までに東海岸に達し、本島を南北に分断

した。米軍は主力を中南部に注ぎつつ、本島北部にも侵攻した。米軍上陸地点に配置したわずかな日本軍

部隊のうち、飛行場設営隊を中心とした特設第1連隊は敗走北上して石川岳の第4遊撃隊に合流、ゲリラ

戦に参戦することになった。

第4遊撃隊の岩波隊長は遊撃戦を企図していたが、石川岳は遊撃戦をするには立地上困難であるとの理

由から、 4月48恩納岳へ移動した。その後、恩納・金武の各部落に奇襲攻撃を敢行したが、米軍の警戒

が厳重なため大きな成果は得られなかった。
おっぱ

第3遊撃隊は、タニョ（多野）岳に隊本部を設け、名護岳、久志岳、乙羽岳一帯における遊撃戦を準備

していた。 4月38ころから名護付近には、中頭地区で米軍攻撃を受け指揮官を失った無統制の兵が集ま
あいま しったげきれい

り、避難民の激増と相佼って混雑していた。第3遊撃隊の村上隊長は、これらの兵を叱咤激励し、食糧を

与えて所属部隊に復帰するよう指導したという。

村上隊は各中隊に遊撃戦を命じ、タニヨ岳北西側の部落に侵攻してきた米軍に奇襲攻撃を行った。また、
まきや いさがわふたみ

4月17日早朝には真喜屋、稲碩、源河の米軍を急襲、 188以降も名護、源河、伊差川、二見と各地に遊

撃戦を展開した。
いずみ やえだけ

本部半島南部の国頭支隊は、 3月25日隊本部をそれまでの伊豆味国民学校から八重岳の戦闘指揮所に移
てつけつキんのうたい

した。国頭支隊には県立第3中学校牛徒で編成した鉄血勤皇隊や、県立第3尚等女学校生徒による看護学

徒隊が編入されていた。また、中頭地区から後退してきた県立農林学校生徒で編成した鉄血勤皇隊もいた。
きりこみたい

国頭支隊は、これらの兵力を八重岳周辺に配置し、斬込隊として派遣した。

一方、運天港所在の洵軍部隊は、 3月258以降、上陸前の米軍に対し攻撃を行っていたが30日、空襲を

受けほとんど機能を失っていた。また、金武・屋嘉所在の震洋隊は3月27日から数度にわたり米艦船を攻

撃したが結果をあげられず、生存者は北部山中や南部の陸戦に加わっていった。
こうき

4月6日、米軍が幸喜に上陸を開始し、名護に侵攻してくると、運天港の海軍部隊は国頭支隊長の指揮

下に入ることを決め、 7日八重岳に移動した。 8日、米軍は名護から本部半島に接近し12日までに半島の
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沿Jド道を制圧した。これによって、八重岳は四方から砲爆撃にさらされることになり、米軍の包囲網が

徐々に狭まってきた。宇士支隊長は、乙羽岳の遊撃隊や周辺の鉄血勤皇隊を八重岳に集結させたが、米軍

の猛攻に死傷者が続出し、 16B、タニヨ岳への撤退を決めた。 4月18日以降、徐々にタニヨ岳への移動

が始まり、宇士支隊長は21日未明に第3遊撃隊本部に到着した。国頭支隊に合流していた悔軍部隊も、同

じころタニヨ岳に到着し、遊撃戦に加わった。 ていしん

このとき宇土支隊長は、タニヨ岳は大兵力をもって防御する地形ではないことから、挺進攻撃の方針を

固めた。 25Bには村上隊長の指揮する挺進斬込隊が名護に派遣され、戦果をあげた。しかし、 4月も下旬

になると兵器と食椙の不足から兵士の上気が萎えはじめた。このとき、第3遊撃隊の人員は70%まで滅っ

ていた。

5月上旬、第3遊撃隊は連絡の途絶えた軍司令部に伝令を送り、 5月24R伝令が無事帰還すると、士気

は高まり、義勇隊らの協力をもってさらに遊撃戦を続けた。

6月25日ころ村上隊長は第32軍の崩壊を知り、 7月1日に総攻撃を決行することを決めた。しかし、

6月30Bに至って、部下の意；見具申により総攻撃は中止し秘密遊撃戦に移行することになった。 7月7日

ころから秘密遊撃戦の配限についた村上隊長は、少数の部下とともに名護岳付近に拠点を設けて潜伏した。

米軍は、山間部に潜む遊撃隊と戦闘しつつ、西海岸を北上した。本島最北端の辺戸岬には4月13日に達

している。恩納岳・多野岳の包囲網は徐々に狭まり、 6月2日夜、第4遊撃隊は恩納岳を放棄した。しか

し同隊は久志岳に移動して、なおも遊撃戦を続行した。

第4遊撃隊は、 7月10B第3遊撃隊の村上隊長と会った。ここで軍主力の死亡を確認し、同隊が秘密遊

撃隊に移行していることを知ると、第4逝撃隊も、秘密遊撃戦に移行することに決定し、 7月16B部隊を

解散した。その後は、各隊員を出身部落に返し、家業を行いながら中隊長や隊本部に情報・食糧を提供す

ることを指示した。同隊が終戦を知り、収容所に入ったのは10月のことである。

一方、村上隊長は容易に降伏しなかった。 9月末から10月にかけて宇士支隊長以下大部分が下山し、先

に収容されていた日本軍将校の使者が、村上隊長のもとへ数回説得に訪れたが、陥伏を承知しなかった。
やはら

翌1946年1月八原高級参謀の手紙を渡され意を決し、 1月3日、ようやく下山したのである。

(2)伊江島の戦闘
いがわ

伊江島には、独立混成第44旅団第2歩兵隊第 1大隊（井川隊長）を中心とする伊江島地区隊が駐屯し、

陣地構築を行っていた。 1915年3月、伊江島飛行場の破壊作業を終えた第50飛行場大隊は本部半島に移

動する予定だったが、 23日の空製、 261:3からの艦砲射撃を受けて移動の機を失い、大隊の主力は伊江島

に残った。米軍上陸時の日本軍側兵力は約2700名、この中には200名を越える少年義勇隊・女f救護班・

婦人協力隊の姿があった。伊江島に残った一般住民は約3000名と考えられる。
ぐすくやま

伊江島地区隊は、伊江城山（タッチュー）を中心に地卜＾道で連結する陣地を構築したが、西郎の陣地は

洵岸洞窟を利用した急造の野戦陣地に過ぎなかった。 4月に入り空襲が激しくなると、城山の草木は一掃

されて、裸の岩山となったという。

4月16B朝8時ころ、米軍は島の西側から上陸を開始し、その日のうちに城山西方300mまで達した。

また、破壊されていた伊江島飛行場の修復工事にとりかかり、 2日後には早くも使用を開始した。 17Bに

は、島の南側から新たな兵力が上陸し、水納島からの激しい砲撃も行った。日本軍は、夜間の奇襲攻撃や
にくはく

爆雷を抱えて戦車に突撃する「肉迫攻撃」を行ったが、米軍の四方からの包囲網は着実に城山へ迫ってい

た。 20日夕方に米軍は、城山を中心に半径300mの位償まで侵攻してきていた。この間、米軍の侵攻を11fJ

に「集団自決」をはかった住民らもいた。

20日夜、井川隊長は最後の総突撃命令を出した。兵員は僅か百数十名程度だったが、一般住民や防衛隊、

女子救護班として多くの島民がこの攻撃に志願した。しかし、米軍の猛攻撃にあい失敗、部隊は全滅の状

態となり、 218、組織的戦闘は終了した。その後は解隊状態となり、遊撃戦へと移行、生き延びた島民は、

座間味島と渡嘉敷島に弛制移住させられた。隊組織を失い、正式な降伏式もなかった伊江島では、その後

1年以上終戦を知らずに木の上で生活した日本兵がいた。 H本側の死者は350Q名あまり、そのうち伊江
しゅくす

島の住民は1500人を越えると思われる。のちに伊江島の戦闘は、「沖縄戦の縮図」と言われた。
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第3節住民被害と戦後の始まり
本島北部では、中南部のような地上戦の激しさはなかったものの、多くの一般住民の死者を出した。米軍

の爆撃による被弾死のほか、マラリアの蔓延、餓死がそのおもな原因である。山中での生活を余儀なくさ

れた一般住民は、恐怖と不安の中で避難を続けていた。雨露をかろうじてしのげる程度の避難小屋は、山

岳地帯の水辺の近くに造られた。そして昼間は防空壕に息をひそめ、夜になると避難小屋に戻るという生

活を繰り返した。徐々に、蓄えた食糧が底をつき飢餓状態となるが、戦時体制下で培われた軍国思想や皇

国史観、避難中の誤った情報の流布などにより、住民は下,r,して米軍の保調いこ人ることをためらった。
米軍が迫ってくると更に山奥へと逃げ込み、犠牲者を増やしたのである。

また、敗残兵となってもなお反撃の機会をさぐる H本軍が、避難民に死を強制する場面も見られた。
とのきや しらはま

1945年5月、大宜味村渡野喜屋（現白浜）で起きた虎殺事件は、すでに米軍の保護下にあった一般住民

をH本兵が砂浜へ連れ出し、手樅弾を投げつけて20名以上を殺害するというものだった。その他、食糧の

強奪やスパイ嫌疑による住民殺害など、日本兵が起こした事件は少なくなく、本島北部地域で16カ所57

名以上の犠牲があったことがわかっている。住民の北部疎開は、「県民の生命の尊重」というより、戦闘

地区からの排除、食糧自給体制の確保が第一であっただろうと考えられる。

沖縄戦を生き抜いた県民は、北部各地に設骰された収容所で戦後のスタートをきった。沖縄侵攻前から

全島の基地化を計画していた米軍は、上陸後、戦線をすすめながら必要な土地を確保し、基地建設を行っ

た。よって、住民が帰郷できた時期には地域差があり、それまでの間、県民は自由な移動を許されず、北

部各地に設けられた難民収容所に住まわされたのである。激しい砲爆撃をくぐり抜けたにもかかわらず、

食幅事伯0)悪い不術生な環境の中での生活を強いられたため、栄義失調やマラリア罹患者が続出、さらに

戦場で受けた傷の悪化や極度の疲労もあって、老人や子どもらが次々と命を落としていった。当時7万人

あまりが収容されていた宜野座村では、米軍の野戦病院が設岡され、収容所の男性たちは死者の罪葬に追
こちゃ

われた。福山の共同募地死亡者名薄では603名、古知屋の同名簿では426名の氏名が確認できる。宜野座

村では1983年に収容所共同墓地の収骨作業を行い、 161人分を収骨した。（難民収容所や捕虜収容所の設

償状況については附編「 1収容所」を参照）

（参考文献）

防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 沖縄方面陸軍作戦』朝雲新聞社 1968年

琉球政府文教局研究調査課『琉球史料 第3集』琉球政府文教局 1958年

琉球政府『沖縄県史第9巻各論編8 沖縄戦記録l』琉球政府 1971年

沖縄県教育委員会『沖縄県史第10巻各論編9 沖縄戦記録2』沖縄県教育委員会 1971年

中野校友会『陸軍中野学校』中野校友会 1978年

上原正稔訳編『沖縄戦アメリカ軍戦時記録』三一書房 1986年

沖縄平和ネットワーク編『新歩く・みる・考える沖縄』沖縄時事出版 1997年

沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室編『沖縄戦研究ll』沖縄県教育委員会 1999年

国頭村『国頭村史』国頭村役場 1967年

今帰仁村史編纂委員会『今帰仁村史』今帰仁村役場 1975年

大宜味村史編集委員会『大宜味村史通史』大宜味村役場 1979年

仲松弥秀『恩納村誌』恩納村役場 1980年

東村史編集委員会『東村史第3巻資料編2』東村役場 1984年

名護市戦争記録の会 名護市史編さん委員会（戦争部会）名護市史編さん室『名護市史叢書 l 語りつぐ戦争ー市民

の戦時・戦後体験記録ー第1集』名護巾役所 1985年

宜野座村誌編集委員会『宜野座米軍野戦病院集団埋葬地収骨報告書』宜野座村 1985年

宜野座村誌絹集委員会『宜野座村誌第2巻資料編1 移民・開墾・戦争体験』宜野座村役場 1987年

町民の戦時休験記編集委員会『町民の戦時体験記』本部町教育委員会 1996年

伊江村史編集委員会『伊江村史下巻』伊江村役場 1980年

伊江村教育委員会『証言資料集成 伊江島の戦中・戦後体験記録 イーハッチャー魂で苦難を越えて』伊江村教育委

員会 1999年

漢那区誌編集委員会『漢那誌』漢那区誌編集委員会 1984年

大兼久誌編集委員会『大兼久誌』山川保清 1991年

瀬底誌編集委員会『瀬底誌』本部町瀬底 1995年

金武町史編さん委員会『金武町史第二巻 戦争•本編、証言編、資料編』金武町教育委員会 2002年
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第W章 各市町村における戦争遺跡



第 1節．国頭村



いじ こうざんあと

a. 伊地の鉱山跡
所在地：国頭村字伊地小'Y111 ,p:JJ;(795番地

立地（標高） ： Ill中（約75m)

形態：人工壕

種別： {t民避難

現状：一部格盤が見られるが比較的良好。コ

ウモリが多数棲息

保什状況：牒林道の脇、擁壁に壕口が開いて

いる

築造者：伊地の銅山作業員

築造年月日： 1890年代

戦時中の使用状況：字伊地の住民が避難して

いた

主な遣構：坑道、小部屋

／
 

゜
10m 

概要

字伊地の鉱山跡は、伊地集落の北側に面す

る地元でトーミャーと呼ばれる山林の中腹に

所在］る。集落から山頂へと向かう農林道路

の擁壁に壕口が2基あるのを確認することが

できる。

その内、壁に向かって右側の壕IJNo.1は山

林道の地表面より約110cmの位置に立ち上が

っており、よじ登るようにして入壕できる位

置に口が開いている。壕口No.2はより高所に

位置するため、匝接入壕することは困難であ
せんまいがん

る。壕IJNo.l、No.2とも千枚岩質の岩盤を掘

削したものであるが、比較的保存状態は良好

であり大規模な落盤の恐れは少ないものと思

われる。
きりゅうみん

伊地集落では、明治期に首里•本部その他地域の寄留民が藍造りや銅山作業員として移住したものが多
なんとっ

い。 1894年の「南嶋探検」にも「伊地村尚氏（旧国王ノ持）伊地鉱山事務所」とあり、この時期銅の出

鉱が行われていたことがわかる。明治末期に

は鉱111経営の不振により採鉱は中止となった。

本遺跡の鉱山跡は、その当時放置されてい

た坑道に沖縄戦中、伊地の住民が防空壕とし

て再利用したものである。現在、伊地におい

て残存している壕はここだけであり、オキナ
せいそく

ワコキクガシラコウモリの良好な棲息地とな

っている。

壕は、口部より北北西に向かって構築され

ている。口部周辺の坑道は緩やかな傾斜を有
こうはい

し上昇している。 5m程進むと急勾配になる

ためツルハシなどで整形した階段状の遺構が 農道脇に開くロ
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第4図鉱山跡平面図．壕口立面図

見られる。内部は枝状に坑道が分岐し、それぞれの坑道の先端部には掘削痕が見られた。また、北北西に

延びる坑道を20m程進むと、空気が薄くなり実測作業が不可能であった。

沖縄戦当時の状況としては、 1945年3月、空襲が激しくなったときにのみ壕内に避難し、それ以外は

畑作業などに従事し通常の生活であったという。多いときで、伊地集落の住民が50人ほど避難していた。

急勾配の坑道 壕先端部

（参考文献）

国頭村役所『国頭村史』国頭村役所 1967年

（証言者）

島視寄さん
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第2節．大宜味村



a. 
おおぎ み じうみんひなん一，，うぐん

大宜味の住民避難壕群
所在地：大宜味村字根路銘2170他

立地（標高） ：山腹 (120"-'130m)

形態：人工壕

種別：住民避難

現状：平和学習に活用されている

保存状況：山中に放償されている

築造者：字大宜味の住民

築造年月日： 1945年1月ころ

戦時中の使用状況：字大宜味の住民が避難

キな遺構：壕

概要

おおぎみ なかやま

字大宜味集落の南約 1kmの通称中山と呼ばれる山中にある、沖縄戦当時の住民避難壕群。全体的に残り
くぼ

具合は良好である。当時は小さな川が流れていた窪みの周辺に、現在、 17基の壕口を見ることができる。
ゆる

そのうちの15基は、川上に向かって左側の、比較的緩やかな斜面に口を開けている。壕の形状は、 U字型

に連結しているものが6カ所、単独のものが4カ所、隣の壕と連結しようとして掘削途中のL字型の壕が

1カ所ある。大きさはどれも、間日が70cm--i' 

90cm、高さ lm前後。 U字型のものは、壕内

の距離が 5m--8m、単独のものは奥行き

120cm程度である。

これらの壕を構築したのは、大宜味集落の

住民達であった。当時、国民学校6年生だっ

た平良松信氏によると、十・ 十空襲後、山中

に避難小屋を造ったが、 1945年になると避

難壕の構築も不可欠であるということになり、

親戚や隣近所同士で壕の掘削作業を開始した

という。

3月27日ごろからこの壕へ避難を開始した。

家族・親族単位で避難した住民は約20世帯い

壕群遠景

たという。 U字型の壕には、 2,___,, 3柑帯 (10人,-...,15人）がぎゅうぎゅう詰めになって入った。また、現

在は落盤で消滅したが大きな単独の壕が3つあり、ここに避難民の約半数が人っていたという。食事の準

備は壕前の広場で行い、夜も集落へ戻ること

はなかった。

4月中旬になると、大人達の間で「米軍が
しおや

塩屋まで来ている」との情報が広まり、住民

たちは「米軍に捕まってはならない」と、さ

らに山中深く逃げ込んだ。平良氏は、米軍に

保護される 7月中旬までの約 3カ月間、家
ほうこう

族・親族14名と山中を初捏した。この間、

逃げ遅れた老人らが米兵によって数名殺害さ

れたという。

現在この避難壕群は、地域の小学校の平和

学習に活用されている。体を屈め壕内に人り、 壕口近景

-20-

当時の食器など生活道具を目にして、追体験を行っている。

（参考資料）

［戦争時の避難生活を体験」琉球新報 2001年6月23日
「壕前で平和学習」沖縄タイムス 2001年6月26日
（証言者）

平良松信さん

-21-

名訊咲，芯笠翌

第 5図 避難壕群プロット図
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第 3節．東村



a. 慶佐次ヵミガーの籐籍
所在地：東村慶佐次95-2 

立地（標高） ：低地帯（約5m)

形態：人工壕

種別：住民避難、陣地

現状：壕口部に一部十砂流入がみられるが比

較的良好

保存状況：低地帯に放置されている

築造者： 2基は慶佐次住民が構築

築造年月日： 1944年

戦時中の使用状況： 2桔は慶佐次住民が防空

壕として利用

主な遺構：陣地壕、爆風除け（石塀）等

＼ 
I I 

凡例

概要

げさし みや

慶佐次1B公民餡に隣接する「お宮」と呼ばれて
いる拝所の南南西崖ドの低地帯部に壕群が所在す

る。この低地帯部にはカミガーと称される井戸が

あり、慶佐次の神人（カミンチュ）によって神事

が行われている。旧公民館を含むこの一帯は古く

から慶佐次の行政・信仰の中心地であったことが

わかる。

低地帯部は標高約10mの丘陵に囲まれており、
のりめん

丘陵の矩面に構築した壕群が所在する。現在、伐

採及び踏査により確認できるのはカミガーに近い

壕口より南側に向かってNo.1からNo.5まで所在

する。それぞれ壕日は単体で存在し、奥行きは約

190cm"-'8 l 0cmと統一された規模ではないことがわかる。又、構造上もNo.1とNo.2は1"'2人が進入で

きる程の軽易なものであるが、 No.3 "'No. 5は坑木跡がみられ陣地壕0)ていをなしている。

東村史第三巻資料編2の戦時体験記録では、慶佐次の住民が十・十空襲後にお宮の下に防空壕を2つ掘
ったことが記されている。間き取り調杏による現場確認においても 2基の壕については、確認が得られて

いるが、 No.3 "'No. 5の「陣地壕」についてはよく知られていない。

5基の壕の内、遺構の残り具合が最も良好で、

陣地壕の形態が明らかなものは、 No.5である。

壕口前面には爆風避けの石柏みが見られ、 L字ク

ランクのような通路も確認できる。

坑道部に一部国頭マージ（赤土）による士砂流

入が見られるが、壕先端部までは士砂が流入せず、

先端部の表士は当時の地山であると息われる。又、

坑木に使用したであろう木片も先端部に散乱して；

いる。名護層砂岩と千枚岩の混合層を掘削してお

り、ツルハシの掘削跡が壁面に無数に見られる。

慶佐次に日本軍が長期駐留したという公文書は

確認できていないが、 1945年4月中旬国頭支隊 No. 1壕

-21-
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2m 

第6図 カミガーの壕No.5平面図

（宇土部隊）残存兵等は転進を繰り返す中で慶佐次にたどり着いている。宇士隊長は慶佐次において敗戦

までここを拠点として行動する。その頃、慶佐次の仕民は山中に避難し集落に残るものは少なかった。

No.5壕の石積み 構築された壕口

（参考文献）

東村史編集委員会『東村史第二巻資料編2』東村役場 1984年

東村史編集委員会『束村史第1巻通史編』東村役場 1987年

-25-
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第 4節． 今帰仁村
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ときじん じんち一｀う

a 渡喜仁の陣地壕
所在地：今帰仁村字渡喜1--:826-3 その他

¥・,: 地（椋高） ：丘陵（約10m)

形態：構築壕

種別：陣地

現状：倉附として使用されている

保存状況：農道の整備により壕の一部が削ら

れていると考えられる

築造者：白石部隊

築造年月 l=I: 1944年8月

戦時中の使用状況：魚雷倉庫等

tな遺構：陣地壕内を仕切っていたと思われ
る扉の跡等

概要

ときじん こうりゅうひとく

字渡喜仁の丘陵に鮫龍秘阪

壕と呼ばれている陣地壕が所在

する。この壕は南側に全長約

200mの迷路状の構築壕と北側

に全長約40m(J)直線に貰通し

た構築壕である。しかし、南側

の構築壕は構造上全長約30m

の鮫龍を格納する事は不可能で

ある。また、北側の壕は全長は

十分にあるが壕の高さが足りな

いため鮫龍が秘匿されていたい

う事には疑問が残る。

1944年8月から運天港には

鮫龍隊と第27魚雷艇隊が配備された。そ

の時期とほぼ同時に地域の住民を徴fflして

当壕の構築が開始された。また、当壕の構

築目的は魚雷の保管であったとも言われて

いる。南側の壕の構造を見てみると、現在

残っている 3カ所の出入り口から入って最

奥部に煎に掘り込みのあるところがある。

通常坑木をはめ込む為の掘り込みでは天井

にも掘り込みがあるが、この部分に関して

は天井に掘り込みは存在しない。このこと

からこの場所には扉が設置されていたと考

えられる。また、壕の構造上出入り日から

もっとも奥にあることからも、この場所に

魚雷が保管されていたと思われる。

当壕は現在、字渡喜仁の畑地内において

倉印として使用されている。

＼ 

ゴミが散乱する内部

ヽ 凡例

□言岩盤
ロ雑草

゜
10m 

第 7図 陣地壕平面図及び壕口立面図

（参考文献）

防衛庁防衛研修所戦史塞『戦史叢書 沖縄方面陸軍作戦』朝実新聞社 1968年

今帰｛二村史編纂委員会『今帰仁村史』今帰仁村役場 1975年

高江洲洋子「戦跡は語る 10」琉球新報 1998年6月27日
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うんてん ぎょらいていたい ごう

b. 運天の魚雷艇隊の壕
所（［地：今帰仁村字J:運天541 その他

立地（標高） ：海岸線沿い (0"'5m) 

形態：秘匿壕は構築壕と一部自然壕、防空壕

は人T繕壕

種別：陣地

現状：運天港横と民家裏に放置されている

保存状況：原野に放償されている

築造者：第27魚雷艇隊

築造年月 B: 1944年8月から

戦時中の使用状況：魚雷艇の秘匿壕および防

空壕

主な遺構：構築された壕の跡

概要

うんてんこう

運天港岸璧西側と若干内陸に入った

家屋の裏に構築壕が残っている。これ

が第27魚雷艇隊の壕である。運天港岸

壁西側の壕は魚雷艇の秘栢壕と言われ

ている。また、民家裏の壕はその東側

広場にあった第27魚雷艇隊本部の防空

壕として構築されたと言われている。

第27魚雷艇隊は1944年8月から 9月

にかけて運天に移動してきた。その後、

多数の地域住民を動員して基地設営が

進められたようである。魚雷艇18隻隊

員360名の部隊であった。十・十空襲

で13隻の魚雷艇を失うが、魚雷艇を補
, ,. ,,、ぷ迄9』 r へ,,' 忍翠、 よ零← べて、.,_.ヽ＇丸；，:•·.:古ぶ..., 邑笠翌翠｝乞・:芍辛ふ ＇, 応'.O' ' 

充し1945年3月末までには15隻保有し 魚雷艇秘匿壕壕口
ていた。 1945年3月278の空襲で3隻の魚雷艇を失うが、その夜から魚雷艇隊は攻撃のため出撃を開始

する。しかし、 30日の空襲において魚雷艇が使用

不能となった。

4月6日夜、米軍侵攻に伴い沖縄方面根拠地隊

へ「当隊は今より陸上戦闘に移行、国頭支隊長の

指揮下に入る」という電報を送り、一部の残留隊

を運夭港に残し国頭支隊の指揮下に入った。

（参考文献）

防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 沖縄方面陸軍作戦』

朝裳新聞社 1968年

防衛庁防衛研究所図書館蔵『大束亜戦争 戦時日誌第三

十七魚雷艇隊』 1944年7月,--...,1945年1月
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抗木跡が残る白石部隊防空壕内部

第 5節．本部町



a. 
もとぶかんししょうあと

本部監視哨跡 xY 
所在地：本部町字谷茶205番地

立地（標高） ：丘陵 (50,...,__,55m)

形態：構築物

種別：監視哨

現状： 1階部が造成土で埋まっており、表士

上にあるのは当時の 2階部

保存状況：お年寄りの休憩場所として一部整

備していた

築造者：不明

築造年月B:1943年
戦時中の使用状況：防空監視として利用

主な遺構：監視哨 1棟

概 要

もとぶかんししょうあと

本部監視哨跡は、本部半島の西側
たんちゃ

の字谷茶にあり、東シナ海を一望で

きる標高50~55mの丘陵中に所在す

る。 もとぶえん

現在、特養老人ホーム本部園隣接

地にあり、 1997年頃にお年寄りの休

憩場所として、監視哨跡の柱部など

をモルタルですべて塗り直した。そ

の際、老人ホーム施設から監視哨跡
ふせつ

までの小道をセメントで敷設するな

ど整備している。

監視哨とは、航空機を早期に発見し

敵味方を識別して防空機関に知らせ

るための施設である。 1941年の「防

空監視隊令」により、それまでの臨
りっしょう

時立哨が常時立哨へと替わり、設

備・人員なども強化された。本部監

視哨はこの動きと連動して1943年に

設陪された。

この監視哨が、民間防空監視哨と

呼ばれることがあるが、これは軍の

監視施設と区別するためである。県

警防課管轄の監視哨は県内において、

本部の他に那覇、糸満、金武、国頭、

嘉手納、与那城、宮古、八璽山、西

表、久米島と11ヶ所に設間されてお

り統括本部は当時の沖縄県庁にあっ

た。

本部の監視哨の構造は、 平面にお
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第8図 監視哨跡平面図及び立面図

いて一辺約180cmほぼ正6角形を星し、高さは屋根の厚さも含め約200cmを測る。入口部を含む6面に約

130cm規格の窓枠が施されており、多角的に監視できる造りになっている。

証言によると、当時は2階建てで、 1階には監視要員が2,,.,_, 3名待機していた。現在1階部は造成士に

より埋まっている状況である。また、内部には有線電話が設償されており、統括本部との連絡を行ってい

たが、谷茶の集落まで伝令できるような小道（下り道）も現存している。監視哨員は各字から選出された

青年団を中心に構成されていた。

（参考文献）

沖縄県沖縄史料編集所『沖縄県史料近代 I昭和十八年知事事務引継書類』沖縄県教育委員会

町民の戦時体験記編集委員会『町民の戦時体験記』本部町教育委員会 1996年

（証言者）

島袋貞吉さん

-33-

天井に残る金属部
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b. 
じゃはな―くみんがっこう ほうあんでん

謝花国民学校の奉安殿
所在地：本部町字謝花1番地

立地（標高） ：平地 (35m)

形態：建造物

種別：その他

現状：一部落書きが見られるが比較的良好

保存状況：町営団地の敷地内に放置されてい

る

築造者：不明（謝花国民学校の委註）

築造年月 B: 1932年

戦時中の使用状況：学校行事に利用された

主な遺構：奉安殿
L
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＼
 

頁）に隠し収められることになっ

た。

（参考文献）

町民の戦時体験記編集委員会『町民の

戦時体験記』本部町教育委員会

1996年

財団法人沖縄県文化振興会公文書管理

部史料編集室『沖縄戦研究(l)』沖縄

県教育委員会 1998年
（証言者）

与那朝消吉さん

概 要

じゃはな ほうあんでん

謝花の奉安殿は、町営住宅謝花団地の敷地内 - •..•. ..a;、
に所在する。団地の棟と棟の間の芝生地に放樅

されている現状である。団地の敷地は、 1B謝花
国民学校跡地であり当時から現在にいたるまで

詞位樅にある。

町営団地建設の際の造成土で、犬走りや正面

部に数段あった階段は地表下にあると思われる

が、現状では芝生で覆われており階段の最上段

部のみ確認することができた。

奉安殿の表面はセメントで塗り固めて、貝殻

等の破片をちりばめた模様を呈している。また、

本体部と屋根を繋ぐエンタブリチュアには菱形

模様が3基づつ並んで装飾されている。

基礎部の平面は、正面幅194cm、奥行き186cmを測り、若干幅の長い方形を呈している。地表面から屋

根までは226cmの高さであるが、この高さに、屋上部の旗立台は含まれていない。これは旗立台が戦後造
られたもので高さとして付加していないためである。 1B謝花国民学校は戦後、 1916年謝花小学校と改称
し1965年に力［菜蔀小学校に統廃合されるまで当敷地にあったことから、小学校の旗立台として利用した

ものであろう。

当時、奉安殿の内部には天皇・皇后両陛下の
きょういくっょ<__, とうほん ぼしんしょっしょとっほん

写真（御真影）、教育勅語謄本、戊申詔書謄本が

安樅されていた。その奉安殿の前面において、

祝祭日の諸儀式には校長先生が先頭になり、全
はいか

校生徒の前で拝賀（御真影への最敬礼）や独特
はっとく

のリズムでの勅語奉読が義務づけられていた。

また、校舎から奉安殿へ通ずる小道には砂利が

敷き詰められていたが、この砂利は、築造当時
おおはま

の国民学校生が大浜（本部町字大浜）洵岸から

運搬したものである。

この御真影等は、 194S年の本島内に米軍が
げんか ごしんえいほうごごう

上陸する前に、名護市源河の御貞影奉護壕 (38

正面

横線が入る脇面
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奉安殿平面図及び立面図

後方より
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きよすえたい じんちごう

c. 清末隊の陣地壕
所在地：本部町字大嘉陽

立地（標高） ：山腹（約2801n)

形態：人工壕

種別：陣地

現状：陣地壕附近に消未隊慰霊碑がある

保存状況：山中に放憎されている

築造者：国頭支隊

築造年月B:1944年7月以降

戦時中の使用状況：陣地

主な遺構：陣地壕の跡と石積み

概要

くにがみ

同頭地区の防備を受け持ったのは、独立混成第44旅
っ どたけひこ

団第2歩兵隊（隊長宇土武彦大佐）を中心とする国

頭支隊である。しかし、独立混成旅団は沖縄への配備

のため、鹿児島から乗り込んでいた富山丸が、 1944

年6月29日に米軍措水艦による魚雷攻撃を受け、徳之

島沖にて沈没したため、人員・装備に多大な損害を被

った。
いずみ

配備当初の国頭支隊は伊豆味国民学校に司令部を附
おんなだけ

き、伊江島を含む恩納岳以北の沖縄北部各地に、部隊

を配置して陣地を構築し、戦闘準備を行った。米軍の

進攻が始まった3月末、支隊本部を八重岳に移し、八
まぶやま

重岳を含む本部半島一帯を支隊直属部隊と真部山に陣
さレつこみお

地を築いた第2歩兵隊第2大隊（隊長佐藤富夫少佐

以下670名余）によって、防備した。
草木に被われた入り口

きよすえかずよし

消末隊は支隊直属部隊に編成された第2歩兵隊の砲中隊（隊長 消末一義中尉以下120名余）で、陸軍の連隊
おおかよっ

砲である四ー式山砲4門を備えていた。八甫岳の支隊本部と真部山の第二大隊本部の中間地点に位附する大舶陽
とくち さきもとぶ

の標高280mほどの山中に主陣地を構え、渡久地や崎本部方面からの米軍の進攻に対して、これを牽制した。し

かし、 4月16Aに全り、歩兵砲がすべて破壊され、中隊長消末中尉はじめ小隊長蔦井封馬中尉、同亀田登盛曹長

以下約20名が壕外への攻撃を試み、全滅した。

清木隊の壕は中隊主陣地と各小隊によるいくつかの

壕で構成されていたと考えられ、現在、大嘉陽には中

隊主陣地壕の入りnらしき石積みと、蔦井小隊の壕跡
が確認される。また、中隊主陣地近くには1959年11月

7日に建吃された消末隊慰霊碑、蔦井小隊の壕跡には関

係者による供投塔が設けられている。

（参考文献）

防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書沖縄方面陸軍作戦』朝

霙新聞社 1968年

本部町史編集委員会『本部町史 資料編 I』本部町役場

1979年
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a. 
おおしったい ―‘ しんえいほう ―̀ ―̀― 

大湿帯の御真影奉護壕
所在地：名護市源河大湿帯

立地（標高） ：山腹（標高210m)

形態：人工壕

種別：御真影奉護壕

現状：こうもりの生息地となっている

保存状況：以前地裳観測器が設置されていた

築造者：不明

築造年月日：不明

戦時中の使用状況：御真影の奉護壕として

tな遺構：坑木跡

概 要

名護市諏扁の閃筐揺、源河．討紘林道沿いに所在する。沖縄戦の最中、時局の緊迫化に伴って奉護所設
はねじ

償の声が高まり、 1945年1月に国頭郡羽地村（現、名護市）源河の大湿帯部落にあった沖縄県有林事務
ほうせん

所に沖縄本島及び周辺離島の御真影が奉遷

された。しかし、県有林事務所には堅固な

奉安施設がないため、女f師範学校の大奉 3

安庫を稲嶺国民学校に移し、 M年2月中旬
から大湿帯分の他、未奉遷の学校からも御

真影を奉遷することになった。さらに、 3 
いなみね

月には稲嶺国民学校一帯にも米軍の攻撃が

迫ってきたため、同月 8日、 9日の 2日間

をかけて再び大湿帯の県有林事務所に奉遷
きんぼう

された。その際、事務所近傍にある県有林
おおやまつみのみこと まつ

神社（現存、山をつかさどる大山祗尊を祀

る）の東側斜面（現在では、林道を挟む道

向こう側）の中腹に構築されたのが奉護壕

である。 3月23l::fから開始された米軍上陸
に伴う艦砲射撃の後は、紆早朝に御真影を奉護壕に移し、口没に直門門奉安室に安齢したようだ。
B頃、米軍の進撃が確認されたため、天皇・皇后を除く明治天皇や昭憲皇太后等の御真影を焼却、
旬にいたって南部の戦況が不利なことが伝わ

きゅっしょつよっはい

ったため、 30日、宮城遥拝等の儀式を執り

行ったあと、天皇・皇后の御真影を焼却した

という。

林道から脇道を 5分ほど歩くと道は途切れ、
そこの右手に壕は存在する。一帯の地形は
「V」の字咽をなし、谷底からの斜距離4.5m
ほどの中腹に入り口はある。壕は出入り口が
2カ所設けられていると思われる「コ」の字
型をなし、先端部は再び脇道に出ると予想さ
れるが、土砂で埋まり確認できない。入りロ
には鉄パイプの扉があり、続いて坑木丸太 l
本と角柱2本ずつが坑道の左右に並ぶ。入り
口の幅は110cm、高さ180cmで、坑道全長は

4月8

6月下

゜に"" I I 

ー
ハ
丁

ロ地山

第10図 奉安壕平面図及び壕口断面図
約40mを測る。坑道の壁面には左右合わせて50個弱の坑木をはめ込んだ跡が約60cm間隔で並んでいる。
壕は岩盤 C::P枚岩）をくり抜いて作られ、壁や天井に無数のツルハシの跡が残る。
壕の最奥中央部には幅1.7m、奥行き2.4mの奉安室とされる施設があり、 坑木のハメ跡が左右に4カ所
ずつある。天井や壁面には御真影を焼いた際のものと思われ
るススが今でも付着している。

ちなみに、壕は天然記念物「オキナワコキガシラコウモリ」
の生息地にもなっている。

坑道内部
奉安室

（参考文献）

＾沖縄市町村長会『地方自治七周年記念誌』沖縄市長村長会

安仁屋政昭『沖縄戦のはなし』沖縄文化社 1997年

上勢頭誌編集委員会『上勢頭誌中巻通史編 (II)』旧字上勢頭郷友会 1993年
沖縄県教育委員会『沖縄県史別巻沖縄近代史辞典』沖縄県教育委員会 1977年

1995年

壕入り口
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b. ご壕た田旨十
所在地：名護市済）1: 出1U)2 

立地（標閥） ： [ii峻 a~農，'.°ti:~111) 

形態：人1.:壕
種別：その他

現状：ヽ l'r時の壕の半数はなくなり、現存して

いる物も、壕口が削られるなどしているが、

内部は比較的良好。平和学習に活用されて

いる。

保存状況：壕日に柵、案内板が設置されてい

る。鍵を開けて人壕できる壕もある。

築造者：入園者・職員

築造年月日： 1944年7月,....._,,1945年3月

戦時中の使用状況：入園者・職員が避難した

主な遣構：避難壕、内部の棚

゜I 
2m 
I 

概 要

スコアブランド公園

'゚o 
自治会事務所

やがじ

名護市から北へ約10kmの所にある屋我地

島の北端に、国立ハンセン病療義所沖縄愛

楽園が所在する。園内の中央には、高さ20

mほどの丘が南北に連なっており、この丘

のいたるところに、沖縄戦当時構槃された

避難壕が今も残っている。壕口をはっきり

と確認できるのは14カ所、一部残存してい

る物や埋戻し・落盤でかろうじて口が確認

できるものを含めると、全部で約24カ所に

及ぶ。

これらの避難壕は1944年3月に愛楽園に
はやたひろし

就任した第2代園長早田皓の名にちなんで

「早田壕」と呼ばれている。閃叫去げき当時すでに出来上がっていた

縦穴避難壕では、米軍による波状攻撃に耐えられないと考え、園内
さかん

の砂岩でできた丘に横穴壕を掘ることを指示した。壕の設計は早田

が自ら行い、「働かざる者喰うべからず」の号令のもと、比較的健

康な入園者を掘削作業にかり出したという。壕の構造は、まず幅90

cm・ 高さ1.5mの出入り日になる穴を4m間隔で丘に掘り込み、こ

れらの穴を奥で幅90cmの通路で結び、その通路の奥の方 (2つの出

入り日の中間）に 2m四方の部屋を設けるというものであった。丘

の反対側へ貰通する壕も構築した。壕口を多くすることで900名を

越える入園者が短時間で避難できるよう工夫し、壕内に部屋を設け

て長時間の避難を可能にした。

十・十空製で愛楽園は壊滅的な被害を受けるが、壕構築が進んで

いたため被弾による死者はおらず、沖縄戦終結まででも米軍の機銃

掃射による死者1名に止まった。
まっしょうしんけい

しかし、ハンセン病を患っている入園者は、末梢神経が麻痴して

-40-
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第11図早田壕平面図

いる者が多いため、掘削作業の過程で体に傷を負っても気付かず、病状を悪化させる結果を招いた。また、

1945年に入ると断続的に窄襲が繰り返されたため、不衛生な壕

内での生活や栄養不足が原因で死者が続出した。 1944年10月

から1945年12月までの死者は288名を数える。これは、当時収

容されていた人園者の約3割にあたる。

戦後の士地改良で、園内の多くの丘が潰され当時の壕も半数

近くは消えたが、現在残っている壕は、訪れる人々の沖縄戦学

習に活用されている。

（参考文献）

早田皓「戦時と敗戦直後の沖縄のらい～沖縄本島と愛楽園の周辺」日本瘤学会『レプラ』 42巻2号

上原信雄『沖縄救瘤史』（財）沖縄らい予防協会 1964年

沖縄県教育委員会編『沖縄県史10巻沖縄戦記録2』沖縄県教育委員会 1974年

沖縄愛楽園自治会資料室所蔵「昭和19年6月～昭和22年8月 翼賛会日誌 人事部」

掘削の跡

1973年

説明板
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おきなわあいらくえん せんそう いせき

沖縄愛楽園の戦争遺跡
くにがみあ¥lらくえん

1938年11月に「国頭愛楽園」として開園した現沖縄愛楽

園（以下、愛楽園とする）は、ハンセン病療養所として60

余年の歴史を有する。この間愛楽園は、沖縄戦で壊滅的な

被害を受けたのち、米軍統治下おける園の運営を経て、復

帰とともに厚生省の管轄下へ戻るという変遷をたどった。

園内は土地改良が進み、専有面積は開園当初の 2倍以上と

なり、いたるところにあった丘は切り崩され平坦地になっ

ているが、現在でも園内各所に沖縄戦の傷痕を見ることが

出来る。

愛楽園に残る沖縄戦当時の遺跡は「早田壕」に止まらな

い。おびただしい数の弾痕が残る給水タンクや職員居住地

域の壁、波よけの殴がある。これは、愛楽園が米軍による

猛攻撃を受けた証である。当時の園長早田皓による戦後の

記録には「爆弾約600、ロケット砲約400、艦砲約100、22

mm機銃弾約10万発の洗礼を受けた」とあるが、米軍が執拗

に愛楽園を攻撃した理山は定かではない。一説には、愛楽

園の対岸にある運天港に、当時は洵軍部隊が配置されてい

たため、整然と並ぶ園の病棟が兵舎と間違われたためでは

ないかと言われている。 1945年4月21日 (228・23日説

あり）、米軍は、愛楽園内に侵攻して初めてハンセン病療養

所と知り、空爆をやめさせたとのことである。

当時の愛楽園には収容可能人数の 2倍以上の入園者が収

容されていた。 1944年3月、沖縄に第32軍が創設され、在 弾痕の残る水タンク

野のハンセン病患者を強制的に愛楽園へ収容する動きがと
ちょうはつ

られたためである。急ピッチで地上戦準備が進められる中、民家までもが兵舎として徴発されたため、住

民と混在する兵士にハンセン病が感染するのを気にした軍当局の組織的な動きであったと思われる。収容
よくさんかい

設備の整わない園内では、「翼賛会」

なる自治会組織が発足し、入園者総

動員の戦時体制強化がはかられた。

愛楽園自治会のデータによると、

現在の入園者は約380名、そのうち

戦前からの入園者は6割を越えると

いう。現在愛楽園は、生存者の沖縄

戦体験談を間くとともに、自らの意

志で戦場初捏すらできなかった、ハ

ンセン病患者に対する人権侵害の歴

史を学ぶ場にもなっている。

（参考文献）

早EB皓「戦時と敗戦直後の沖縄のらい～

沖縄本島と愛楽園の周辺」 H本廓学会
『レプラ』 42巻2号 1973年

上原信雄『沖縄救癬史』（財）沖縄らい予防協会 1961年
沖縄県教育委員会編『沖縄県史10巻沖縄戦記録2』沖縄県教育委員会 1974年

沖縄愛楽園自治会資料室所蔵「昭和19年6月～昭和22年8月 翼賛会日誌 人事部」
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ばる

a. ギナン原のトーチカ
所在地：恩納村瀬良垣1682

W地（標高） ：島 (Om)

形態：自然壕、一部構築物

種別：トーチカ

現状：天井部分の土石の一部が落下している

が比較的良好

保存状況：放置されている

築造者：イ、明

築造年月日：不明

戦時中の使用状況：不明

主な遺構：銃眼

概要

せらがき

このトーチカは、瀬良垣ビーチの南西

約700mに位置する小島の一角に構築さ

れている。地元でギナン原と呼ばれる地

域の、沖合約70mに小島があることから

このように呼ばれており、十潮時には島

まで歩いてわたることができる。一周約

400mのこの島に、 トーチカ以外陣地ら
ごぼ

しい構築物はなく、古墓が点在している。

このトーチカの築造者は不明である。

1944年8月以降この地には第24師団

が駐屯しているが、指揮下の 3個連隊は

読谷・嘉手納・具志川に中心が置かれて

おり、瀬良垣における配備については不

明な点が多い。当時国民学校の生徒だっ
とっやまあんしん

た賞山安信氏は「山部隊の機関銃隊がい
遠景

て本部は恩納部落にあった。瀬良垣には7-8名の兵隊が駐屯していた。瀬良垣から恩納国民学校までの

登下校の際、陣地構築の様子をよく見た」

と語る。そして、日本軍が多く壕を構築

したのは恩納岳中腹あたりであり、この

トーチカについては、いつ頃誰が築造し

たか、全くわからないという。

トーチカは、寄り合ったいくつかの岩

の前面に、珊瑚の死骸を積み上げコンク

リートで固めて壁を作り、この過程の中

で2つの銃眼（第12図1,2) と出入り

nらしき 1つの日（同3)を開け築造し
たと考えられる。内部は3悦ほどの広さ

があり、銃眼の反対側には連絡通路のよ

うなすき間があいている。天井は、銃眼

のある前面部分はコンクリートを使用し トーチカ近景
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凡例

D コンクリート

口岩盤

゜
50cm 

壕口 3 

第12図銃眼1,2及び壕口立面図
ふさ

て撒形しているが、それ以外の部分は士と草木で塞いでいる。攻撃を受けた跡は見られず、残存状況は良

好である。

トーチカ内部に入ると、 2つの銃眼から国道58号線を見ることができる。涌岸線の防備としては、銃眼

の向きが悔上を向いていないため不自然である。米軍が沿岸道を北上することを予測して構築された壕で

あるのか、目的は不明である。

銃眼 2

（参考文献）

防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 沖縄方面陸軍作戦』朝雲新聞社 1968年

（証言者）

裳山安信さん
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いしかわだけ じゅうみんひなんちいき

b. 石川岳の住民避難地域
所在地：恩納村字冨着1043-63

立地（標高） ：山麓（約130m)

形態：人工壕他

種別：住民避難

現状：当時の状況のまま放岡されている

保存状況：石川少年自然の家の散策道として

周辺は整備されている

築造者：石川市字石川住民

築造年月日： 1945年3月

戦時中の使用状況：字石川の住民が避難地と

した

主な遺構：茅針き避難小屋跡、避難壕

概要

いしかわだけ

石川岳の住民避難地は、「石川少年自
さんさく

然の家」の石川岳周辺散策道沿いに所

在する。石川岳は山頂から尾根伝いに

南側は石川市、北東側は金武町、北西

側は恩納村と市町村様になっているが、

住民避難地域は石川岳の北西側に位附
ふちゃくこうらばる

し地籍上は恩納村冨着寺地原となって

いる。谷底の小川沿いのこの地域のこ

とを川原小（カーラングワァー）と地

元では呼称している。

「住民避難地」と名称していること
かやぶき

については、避難地の主な遺構が茅葺

き避難小局跡であり、避難壕は確認で

きるもので 2枯のみであることから避

難壕群という通常の名称を使用しない

ことにした。

遣構が、茅葺き避難小屋跡であるこ

とが確認できたのは、当時そこに避難

していた方の証言によるものである。

次頁写真の避難小屋跡は、平面におい

て約220cmX 240cmの長方形を呈する遺
おお しげ

構である。表士には雑草が覆い茂り現

状では支柱穴、排水溝等の跡は確認で

きない。表士から立ち上がりの最長高

まで約80cmを測る。周辺表士から砥部

焼（スンカンマカイ）の破片が 3片得

られた。

このような避難小屋跡だと思われる

遺構が現在確認されているだけで4基
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航空自衛隊

恩納分屯地゜石川岳のイ‘民避難地1:•

避難地域周辺

半分埋まった壕口

ある。それぞれl咀l程度の規模を有し、 3悦半ほどの広さであることから、家族用の小規模な避難小屋であ
ったことが想定される。

また、避難壕については、壕日の落盤が激しく現状では入壕も不可能であり、その規模を確認すること

は出来ない。写真の壕の2m程真西に詞様の壕が見られるが、さらに落盤が激しく現状として良好である

とは言えない。

この住民避難地には字石川の住民が避難していた。 1915年3月23日、米軍機の激しい空襲が伍川の空

を覆った。その日を境としてこの地に避難したといわれている。

表土に残る本土産陶磁器

（参考文献）

伊波伯光『石川市史』 石川市役所 1989年

伊波静f 「遠い少女」 『文化の窓No.17』沖縄市文化協会 1995年
（証言者）

伊波静子さん
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第8節．宜野座村



a. トゥールガマ
所在地：宜野座村字漢那2135他

立地（標高） ：丘陵中腹～麗（約25m)

形態：自然壕

種別：住民避難

現状：壕口部に一部上砂流入がみられるが比

較的良好

保存状況：雑林の中にあり未整備

築造者：不明

築造年月n:不明
戦時中の使用状況：字漢那（城原）の住民が

避難。その後中南部の避難民が使用した

主な遺構：埋士により詳細不明

口八

-二戸

／ 

□
 

0 2m 
I I 

概 要

国道329号線を金武町から宜野座村

へ向けて北上し、漢那橋を渡る手前の

丘陵中腹にトゥールガマが所在する。
ばる

この斤陵はグシク原石灰岩地帯と呼

ばれ、金武町北部より宜野座村へ向け

ての東悔岸側に断続的に延びる石灰岩

地帯である。グシク原石灰岩地帯は南

北に約400m、東西に250m程の範囲に

わたる。平均標高30m前後のこの丘陵

地において厚い石灰岩層を確認するこ

とができる。

石灰岩地帯の南西端にトゥールガマ
ぐしくばる

の口が開いている。このガマは城原洞

穴遺跡と呼ばれ遺物散布地（時代不明）

として周知されている。

大雨になると小川が形成さ

れると思われる谷間の窪地に
ろとっ

石灰岩露頭地があり、 下流に
きいしょっ

ぶつかるため、橋状洞穴を形

成している。洞穴の現状での

奥行きは約 7mで、高さは最

長部で 2m程の規模である。

埋土を除けば更に広がりをも

つ遺構が現れると思うが、天

井の石灰岩岩盤の自然崩壊に

より土砂は増える傾向にある。

トゥールガマの所在地籍は

字漢那となっているが、行政

区でいうと城原に位樅する。

第14図 トゥールガマ平面図及び断面図
きりゅうしぞく

廃藩骰県後、グシク原の丘陵地に寄留上族が移住、散村集落を形成していた。 1939年、沖縄県は食幅増

廂という国策に基づき自作農創設未開地開発事業を旧金武村で開始した。城原では69戸の入植応蒻があり

事業が進められたが、沖縄戦により事業は途中で中断することになる。

トゥールガマを含むグシク原石灰岩地帯には、当初城原の住民が避難していたが、 1945年3月以降、

住民はさらに山中である安仁堂（現キャンプハンセン地内）へ避難した。

その後、ここへ避難してきたのは中南部の避難民逹であったが、その中でも18南風原村からの避難民が
多くいた。避難民は1945年4月5日頃に米軍に保護されて、古知屋（現宜野座村字松田）の収容所に収

容された。

鍾乳石灰岩

（参考文献）

宜野座村教育委員会『宜野座村乃文化財 Iー遺跡詳細分布調査報告書ー』宜野座村教育委員会 1984年
宜野府村誌編集委員会『宜野座村誌第二巻資料編 1移民・開墾戦争体験』宜野座村役場 1987年

橋状洞穴

ガマ内部
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第9節．金武町



きん しんようたいひとく＿、、一

a. 金武の震洋隊秘匿壕 平面図

所在地：金町字金武4359番地他

立地（標高） ：原野 (20"-'30m)

形態：人工壕

種別：陣地

現状：壕口の一部と他地域に所在した壕は破

壊されたが現存部分は良好

保存状況：発電所敷地内に放個されている

築造者：第22震洋隊と地元住民

築造年月日： 1945年1月末から

戦時中の使用状況：震洋の秘厭壕

主な遺構：秘匿壕

国道329号 R 

金武の震洋

隊秘匿壕.

z
|
—
'
ー
案
|

゜
紺

f
1121 

概 要
16+ 
は

ー

／
 

きん しんようひとくごう

金武の震洋秘阪壕は、金武発

電所近くのメーヌ浜に所在する。

沖縄戦当時金武町には第22震洋

隊と第42震洋隊が配備された。
せんしゅ

震洋隊は震洋という船首に250
ばくそっ

kgの爆装をした船を使い敵艦船

への特攻を行う部隊であった。

現在確認できる秘厖壕は 3ヵ

所のみとなっている。壕の規模

は幅約3m、高さ約2,...,_, 3 illで

ある。奥行きに関しては約llm

のもが 1カ所、約20mのものが

2カ所残っている。そのいずれ

もが第22震洋隊の秘厖壕である。

第22震洋隊は1944年10月25

日、長崎県で編成された。翌年

1月12Bに鹿児島県から豊栄丸

で出向し、 23B那覇港へ上陸す

る。金武町へ到着したのは翌日

になってからであった。金武町

へ到着してからはさまざまな施

設を接収し部隊の施設として使

用しながら痕洋の秘閉壕の構築

に取り掛かった。秘匿壕の構築

には大宜味出身の防衛隊や地元

の婦女子青年団などが動員され

て作業が進められた。その間、

震洋はアダン林の中などに秘阪

されていたようである。

1945年3月27日、第22震洋

、土早

速栗

Jl,74 

第15図秘匿壕平面図
てきえい

隊に第1回目の出撃命令が沖縄根拠地隊司令部から下された。この時には6隻出撃するが敵影を発見でき

ずに帰還することとなる。 3月30日の出撃の時も12隻出撃するが敵影を発見できずに帰還した。この時

は夜明けが近かったために震洋を秘匿壕に格納せずにアダンの薬を被せて秘阪していたため、空襲により
きかん

震洋12隻を焼失してしまう。 4月::3Aには5隻出撃し、 1隻特攻を成功させるが他は帰還する。しかし、
なかま

米軍の攻撃により基地隊は名嘉真岳へ撤退しており、震洋および秘匿壕は放棄されることとなる。その後、
なかがわ

第22震洋隊は、 1945年8月288下山、中川において武装解除を行った。

坑道部
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（参考文献）

金武町史編さん委員会『金武町史第二巻 戦争•本編』金武町教育委員会 2002年

金武町史編さん委員会『金武町史 第二巻 戦争・証言編』金武町教育委員会 2002年
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第10節．伊江村



こうえきしちやあと

a. 公益質屋跡
所在地：伊江村字東江上75

立地（標高） ：台地（約55m)

形態：建造物

種別：その他

現状：平和学習に利用されている

保存状況： 1977年12月148村史跡指定

築造者：国頭郡役所建築技手他

築造年月日： 1929年起工

戦時中の使用状況：米軍砲弾の的となった

主な遺構：

概要

公益質屋とは、昭和初期に市町村または社会福祉法人によって設立された庶民金融機関である。

伊江村の公益質陸は1929年に国頭

郡役所建築技手らによって起エされた。

伊江村役場が実質的に質屋の管理運営

を行うため、役場（現中央公民館）の

東側に隣接して建設する計画が進めら

れた。

質屋本体は、建て面積約26.4rrlの

長方形を呈し、 1階・ 2階部ともに高

さ約3mの鉄筋コンクリート造りであ

る。公益質屋は、公益質屋法及びその

関連法規に基づき、質物の管理・保存

(l)ため耐火性の強い構造であることが

求められていたため、鉄筋コンクリー
ふこ;さ,.,,.,,,;,迄泣心文戸ふ芯ぷ文 ' ,,' ' ,,, .,,, ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, ,,,,,,., ,,, ., ぶ中_,,, I ,7ド正みぷ,,,,,ヽ ど疇哀 '"'"""''"'""'''""し竺:,,,... ふ示出泣涵苓;;aにを

ト造りというり剣固な構造となった。 設置されている説明版

主に 1階は質屋の事務宰として使用し、質物の保管・陳列は2階に設けた。階の往復には入口直ぐ右の

仮設式階段を利用した。また、窓は採光・通風等を考慮し、隣接する役場と反対の西側面を中心に設けら

れている。

1945年4月1日、沖縄本島に上陸

した米軍は、同月16B、伊江島上陸

作戦を開始した。島には伊江島地区

隊（隊長井川正少佐）を中心に約 2

700名の隊員が存し、島から疎開に

行かなかった村民約:1000人も残留し

ていた。守備隊は城山（伊江島タッ

チュー）に陣地壕を構築し、 6日間

に及ぶ激しい攻防戦が展開されたが、

守備隊は壊滅、日本側戦死者3500余

名の内、その多くは伊江島住民であ

った。

米軍が城山を目指す道程において、

二

＼
 一

ー

0 3m 
ヒ~I--,

第16図 公益質屋跡平面図及び平面図

内南西側から島中央部に向けて進軍してきているが、その侵攻方向に公益質屋があるため、多数の砲弾が

質屋に撃ち込まれた。弾痕の方角、質屋の外壁面による弾痕数の差異から考察すると、そのほとんどが米

軍の砲弾であったことがわかる。

終戦直後の公益質屋は、全壊した学校校舎の代わりに、伊江中学校の教室としても利用された。

（参考文献）

沖縄県『沖縄県史第10巻各論編9沖縄戦記録二』沖縄県 1975年
伊江村史編集委員会『伊江村史下巻』伊江村役場 1980年

正面
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b. ニィヤティヤガマ

所在地：伊江村字川平1355番地

立地（標高） ：洵岸線 (Om)

形態：自然壕

種別：住民避難壕

現状：落盤や崩落等はなく極めて良好である

保存状況：伊汀島の観光地として階段や指示

板、 トイレ等が設置されている。また、修

学旅行等の平和学習にも活用されている

築造年月日：不明

主な遺構：主に空襲時の避難場所として使用

された洵食洞

概要

伊江村川平集落西側海岸にニイヤテイヤ

ガマがある。全長90mの洵食洞であるニィ

ヤテイヤガマは昔から子宝に恵まれない女

性がこの洞窟を訪れ洞窟内にある力石を持

ち上げるとその年から願いがかなえられる

という伝説のある洞穴である。

伊江島には日本軍の建設した飛行場があ

り、 1944年の＋・十空襲や米軍のt陸直前
の1945年3月末の窄襲などでも攻撃を受け

た。この時にニイヤテイヤガマには飛行場

設営をしていた兵隊や徴用人夫が多数泄難

してきていた。しかし、ニイヤテイヤガマ

には生活の場とはならず空襲の度に飛行場

設営をしていた兵隊や徴用人夫などと周辺

の人々が避難をする場所として使われてい

たようである。

1915年4月1日に沖縄本島に上陸した米

軍は、 4月168に伊江島に上陸した。伊江

島での戦闘はタッチューと呼ばれる城山を

中心に兵隊や地元住民を配閥し爆雷、手樅

弾、槍などで上陸してきた米軍に対抗した

のである。米軍上陸後はアハシャガマのよ

うに地元住民が集団死を行った場所も多数

ある。

ニイヤテイヤガマに米軍上陸後避難して

いた人々がいたかは不明である。しかし、
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第17図 ニィヤテイヤガマ周辺遺跡分布図

米軍の空襲時に、悔上からは大きな岩があり、地上からは崖卜上にあるために戦中村民の中で防空壕に利用

され、多くの命を戦火からまもったことから千人ガマともいわれている。

ガマ内部

（参考文献）

伊江村婦人会『子ども逹への約束』伊江村姉人会 1985年

滝本匠『戦跡は語る9』琉球新報 1998年6月26日
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c. 
どくりつ―んせいだい りょだんだい ほへいたいだいちゅうたいかんれん ごう

独立混成第44旅団第2歩兵隊第3中隊関連の壕
（山グシの陣地壕群）

所在地：伊江村字東江上ほか

立地（標高） ：丘陵麓 (65m)

形態： （トーチカ）構築物＋自然壕（陣地壕）

人工壕

種別：陣地

現状： （トーチカ）天井部分が風化により崩れ

かけているが概ね良好（陣地壕）概ね良好

保存状況：放憐されている

築造者：不明

築造年月日：不明

戦時中の使用状況：独立混成第44旅団第2歩兵

隊第3中隊が使用したと思われる

上な遺構：トーチカ、陣地壕

（川平の第3中隊第2小隊壕）

所在地：伊江村字川平54

立地（標高） ：丘陵中腹（約30m)

形態：人工壕

種別：陣地

現状：一部外側から埋め戻されているが、比較的良好。壕奥部は

約50cmの水が溜まっている

保存状況：入り口がコンクリートで整備され鍵付きの鉄柵と階段

が設搬されている。壕内は照明が設置されている

築造者：不明

築造年月日： 1945年1月

戦時中の使ffl状況：独立混成第44旅団第2歩兵隊第3中隊第2小

隊が使用した

キfふ遺構：陣地壕

概 要

トーチカのコンクリート天板

草木の覆われたトーチカ入り口

米軍が「血裕られた丘」と呼んだ城山（伊汀島タッチュー）は、文字通り北部離島における最大の激戦

場であった。独混第44旅団の3個中隊からなる第2歩兵大隊が配岡され、速射砲 1個中隊と独立機関銃中

隊が併慣されていた。地元からの防衛隊や少年義勇隊にあわせ、婦女子までも救護班や炊事班として動員

されていた。島民の約半数は、本島などへ疎開していたが、最後まで闘い抜くという玉砕作戦がとられた

ため、軍人の2,000名と民間人1,500名のあわせて3,500名が戦没した。

城山周辺には、縦横に連なる地下陣地が築かれ、 3群のトーチカ群が取り囲み全山が砲座と化していた。

第 1中隊は山の北側に、第2中隊と第3中隊は南側に、それぞれ東西に配憐されていた。今回調査できた

陣地壕群は、第3中隊が配償されていたと思われる川平区と東江上区に存在した。 1983年からの収骨作

業の後、警察の警備上の都合により陣地壕の多くは埋められてしまったため、現在入れる壕はほとんど残

っていない。

（山グシの陣地壕群）

山グシとは、城山とこの地域との間が、位附関係上池などを掘って地域を切らないとよくない士地だと
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第18図 山グシの陣地壕平面図及び壕口立面図

いう意味で呼び慣わされたことからついた名称だそうである。現在も灌漑用水が掘られている。

公益質屋跡から城山へ登って行き、左へ折れるとがっしりとコンクリートで固められたトーチカ状の陣

地壕がある。南東すなわち港の方向を向いて作られている。入り口らしい状況が反対の北西側に残ってい

る。現在の高さは 1m50cmほどしかなく、立って歩くことはできない。 40cm以上の厚さのあるコンクリ

ートスラブの上に石積みをして士をかぶせてあったようだ。スラブの保持のために人っていた軽量鉄骨の

ようなものの跡が30cmピッチで残っている。下端のコンクリートは剥がれ落ちている。鉄骨と直交する方

向には丸太のようなもので横槃を入れていたのか120cm間隔で穴が両方にあいている。銃眼らしい物は見

られないので、砲身だけを銃眼から出して撃つといった小火器用の陣地ではなさそうだ。

このトーチカから西へ30mほど離れた位置にほぼ平行に、縦横2mほど、長さ約30mの陣地壕が掘ら

れている。兵隊1個小隊単位の壕と思われる。

（川平の第3中隊第2小隊壕）

川平区の公園の一隅に、コンクリートで補強した壕入り口が保存されて

いる。そこから階段を4m近く降りて行くと、手掘りの陣地壕がある。縦

横21n、全長は30mほどの人工壕である。橋本勇二小隊長率いる 1個小

隊約50名が入っていたことを考えると、かなり狭い。本壕は、 20mほど

行くと先が「＜」の字におれている。雨が降ると水がしみ出してくるらし

く、中程から先は膝まで水が溜まっている。雨季は壕全体に水が溜まるこ

とが予測される。側既に坑木を立てる＜ぼみがみられるが、奥へ行くとな

い。時間がなかったのであろう。中程まではいると、右側に高さ lm幅90

cmほどの入り日へ通ずる抜け穴が掘られている。現在は道路下になるため

先は埋まっているが、 20mばかりの長さがあったものと考えられる。本壕

向かい側にも同じような穴を掘ろうとした跡が2rnほどの深さで残ってい

た。水没しており充分には判別できない。

（参考文献）

伊江村史編集委員会『伊江村史
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d. アハシャガマ

所在地：伊江村字束江前3344

立地（標高） ：畑作地内 (50m)

形態：自然壕

種別：住民避難

現状：畑作地内に放骰されているが、修学旅

行等の平和学習で活用されている

保存状況：戦時中の集団死の爆雷の爆発によ

り崩落した土砂が壕内に堆積している

築造者：不明

築造年月日：不明

戦時中の使用状況：住民避難壕

主な遺構：集団死により崩落したと思われる

壕天井の士砂や避難当時持ち込んだ瓶など

の破片

概要

アハシャガマは東江上畑地内に所在する奥

行き20mほどの袋状の自然洞穴である。アハ

シャガマは沖縄戦時東江上、東江前の住民や

防衛隊の避難壕として使用された。このガマ

は米軍上陸前の艦砲射撃が始まる前から使用

されていた。しかし、食糧をガマに運び込む

などの本格的な避難の準備をはじめたのは艦

砲射撃が始まる直前になってからであった。

壕内には120名とも150名ともいわれる住

民が避難していた。しかし、アハシャガマに

は水が無く炊事用の水は外に汲みにいかなけ

ればならなかった。米軍上陸以前は家まで水

汲みに行っていたようであるが、米軍上陸後

0リリーフィールド公園

は悔作の岩に溜まった塩混じりの水などを汲んで炊事を等をしていたようである。

米軍上陸後、防衛隊を追って米軍が壕口へ来た時、入り口を見張っていた青年2人は戦車砲の破片で死

亡し、壕内にはガスが撒かれたようである。壕内の住民の多くは壕の中心に集まり、防衛隊の人が爆雷の

信管を押し自殺を計った。爆雷が爆発すると

壕の天井が崩れ首から下が埋まる程であった。

生存者は20名程度であった。翌H伊江島の人

が通訳をした米軍の呼びかけに応じて生存者

は壕を出ていった。現在この壕は平和学習の

場として活用されている。

（参考文献）

伊江村教育委員会『証言・ 資料集成 伊江島の戦

中・戦後体験記録ーイーハッチャー魂で苦難を越

えて一』伊江村教育委員会 1999年
壕内部
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第V章 総括

2001,...,,_,2002年度にかけて実施した、沖縄本島北部地区の戦争遣跡詳細分布調査において所在を確認した

戦争遺跡は、 133カ所であった。ただし、この遺跡数には戦争に関連すると思われる戦前期の記念碑等も

戦争遺跡としてとりあげた。遺跡の市町村内訳を以下に記す。

市町村 遺跡数 市町村 遺跡数 市町村 遺跡数

国頭村 8カ所 大宜味村 9カ所 東村 3カ所

今帰仁村 15カ所 本部町 24カ所 名護市 16カ所

恩納村 21カ所 宜野座村 14カ所 金武町 15カ所

伊江村 8カ所

国頭地方あるいは山原地域と俗称される本調査地区は、沖縄本島の約60%(対本島比のため伊江村を除

く）を占める中山間地域である。

先に実施した、戦争遺跡詳細分布調査の中・南部地区とくらべ、遺跡数については現在確認できるもの

が比較的少ないという感が否めない。これは、地理的な環境や沖縄戦の戦闘状況の違いという側面が相応

にあると思われる。ここでは、市町村別の分布状況について要旨を述べることにする。

国頭村では、字奥に住民避難壕群が見られた。現在、段々畑の墜面や、小川の斜面壁に壕口が開いてい

る状況であるが、戦後は再利用されることはなく当時とほぼ同じ状況で放置されている。「伊地の鉱山跡」

(16頁）は明治中期に掘られた銅山抗に、防空壕として伊地の住民が一時期避難していた経緯がある。地

域の歴史を知るうえで牛産遺跡としても貴重なものであろう。

大宜味村では、字根路銘と字津波の山中に避難壕群が見られた。いずれも山中に所在するが、それぞれ

当時の状況を知る証言者がご健在であり、遣跡の情報の補填という意味からも貴重な踏査になった。特に

「大宜味の住民避難壕群」 (20頁）は、現在、大宜味小学校児童の平和学習に活用されており、遺跡の保存

と活用を考えるうえで多くの示唆を与える戦争遣跡である。

東村は、確認した遺跡数こそ少なかったが、その中で「慶佐次カミガーの壕群」 (24頁）は、住民避難

壕と日本軍が構築したと考えられる構築壕が隣接して所在する遺跡群であった。構築した時期の詳細はそ

れぞれ不明であるが、千枚岩をT寧に掘削した痕の残る手掘りの壕群の形態の差異は、今後発掘調査等の
考古学的手法によってさらに明らかになっていくことと思う。

今帰仁村では、当時運天港に第27魚雷艇隊及び第2鮫龍隊という洵軍部隊が駐屯していたため、洵軍関

連の戦争遺跡が字運大・上運大・渡喜仁などの運天港附近地に見られた。特に「渡喜仁の陣地壕」 (28頁）

は坑道総延長が約85mを測り、北部地区において所在の判明している人工壕の中で最も大規模なものであ

る。

本部町は、北部地区10市町村の中で最も戦争遺跡数が多いという結果が得られた。これは、本部半島の

南部が本部層石灰岩地帯で占められるため、他の北部地区に比べて住民が避難した自然洞穴が多く現存し

ているというのが大きな理由である。また、「消末隊の陣地壕」 (36頁）や「山里の海軍砲台跡」のように

陸悔軍部隊に関わる陣地遣構が山中に残されていることも理由の一つであろう。さらに国頭支隊（宇士部

隊）の本部があった八重岳山頂周辺から山腹にかけての踏杏は困難であったが、山林伐採や林道新設等の

開発行為に伴い新発見の戦争遺跡として陣地壕等が確認されることも充分に考えられる。

名護市は、北部地区の産業・交通の中心地であり戦後早くから市街地を形成したところであった。所在

が確認されている戦争遺跡は市街地を取り囲むような分布状況を呈している。「大湿帯の御真影奉護壕」

(38頁）は名護市と東村の境にある大湿帯と呼ばれる山中に所在する。県内の各国民学校に岡かれていた

御真影を護り安搬するために構築した壕である。その歴史的背景や、市指定天然記念物であるオキナワコ
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キクガシラコウモリの住処であることを鑑みて現状保存が望ましい戦争遣跡である。

恩納村では、住民が避難した自然洞穴がよく見られた。特に恩納村南部は読谷層石灰岩地域になってお

り鍾乳洞が形成しやすいという地質的な影響が考えられるであろう。また、字恩納では、 2001年度国道

恩納バイパス新設工事に伴い山林内に所在した陣地壕の日が数基現れた。現在ではバイパスに係る陸橋接

続部に開いている口を確認することができる。これは、所在が不明確であった戦争遺跡が開発行為によっ

てその位憐を特定できた事例として挙げられよう。

宜野座村で確認された戦争遣跡はすべて住民避難に係るものであった。ドリーネ地形による自然洞穴が

多く、石灰岩地帯の岩盤に小川が衝突してできる橋梁洞穴にも中南部の住民が中心に避難していた。宜野

座村教育委員会においては収容所跡の発掘調査成果報告があり、地域の近現代史を解明するうえでの埋蔵

文化財行政の取り組みとして注目されている。収容所跡については附編 I(82頁）で詳述する。

金武町でも他地域と同様に住民避難壕が主であるが、軍事関連遺跡としては「金武の震洋隊秘匿壕」

(54頁）が挙げられる。洵軍の特攻艇隊である震洋隊の秘搬壕群は字金武にあるものの他に字屋嘉にも見

られたが、道路改築により崩されており現状として確認できるのは沖縄本島において本遺跡のみである。

バイパス道路に係り本来の壕日部は削られているが、稀少な戦争遣跡として特筆すべきものであろう。

激戦地伊江村においては、確認された遺跡数こそ少なかったが沖縄戦を知るうえで欠かせない戦争遺跡

が現存する。伊汀島飛行場を守備する日本軍の陣地「独立混成第44旅団第2歩兵隊第3中隊関連の壕」

(62頁）や、島民約150名が「集団自決」の犠牲となった「アハシャガマ」 (61頁）などが「沖縄戦の縮図」

伊江島に所在している。また、 1977年に村指定史跡になった「公益質屋跡」の無数の弾痕も生々しい。

これらの戦争遣跡は戦跡めぐりのコースとして訪れる島外者もおり、平和教育の場として活用されている

ものである。
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図 版



図版1 国頭村奥の避難壕

文"社 三ヰ～-、心 .・ . . 勺-もぷ'

図版2 大宜味村律波の住民避難壕
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ぷ

図版3 東村平良弾痕の残る塀 図版5 今帰仁村謝名の交通壕

図版4 今帰仁村上運天安里組2班の壕 図版6 今帰仁村諸志の陣地壕群
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図版7 本部町謝花仲袋の壕口 図版9 名護市振慶名の陣地壕塞口

図版8 本部町謝花仲袋の壕内部 図版10 名護市振慶名の陣地壕内部
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図版11 名護市喜瀬の炭焼き窯遠最
図版13 恩納村恩納バイパス接続部の壕

図版12 名護市喜瀬の炭焼き窯壁面
図版14 宜野座村惣慶マッタラクブガマ
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図版15 金武町金武豊平隊陣地壕 附編

図版16 伊江村特設警備工兵隊出撃の地
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I . 収容所
1945年3月26日に慶良間諸島、 4月1日に沖縄本島

に上陸した米軍は、占領地域に対してニミッツ布告を発

して「H本帝国政府の総ての行政権の行使を停止」する

ことを宣言し、軍政を布いていく。しかし、沖縄戦にお

いて地上戦にさらされた地域はすでに行政機構は崩壊し

ていたのである。

米軍は地上戦を進めていくにあたり、膨大な数の戦場

難民に対処しなければならなくなった。沖縄本島におけ

る米軍の保護住民の数は、 4月末で11万人、 5月末で

14万人、 6月末で28万人に急増し、 7月末においては

32万人にも逹していた。

米軍は戦後の世界戦略の点からも戦闘と並行して彗地

建設を進めていた。主な基地建設予定地は本島中部地域

であった。また、 H本軍の主戦力は本島中南部に集中し

ていた。そのため米軍は戦闘がはげしくなく且つ当面基

地の建設予定のない地域に収容所を設岡し保設した住民

を隔離したのである。また、現地召集の軍属を含む日本

兵は、金武町屋嘉等に設置された捕虜収容所へ収容され

た。その一部はハワイ等へも送られたようである。

北部地域と収容所

住民の収容所は沖縄本島に11カ所、周辺離島に 5カ

所の計16カ所設附された。収容所は適宜つくられ、ま

収容所跡地（屋嘉）

い出しゃえ塁んぷ＂ゞかぷ芯苓全芯ご戎ぷ迄かぶ函ふ- -----~-竺零文ぷ妥苓迄ふ必琴疑崎''"'"翠完森雰ぎ----- '',I' 』、eぷ "-----ゃべ"羹；

た移転し、合併も行われた。沖縄本島に設置された収容 日本軍屋嘉捕虜収容所跡の碑

所は、辺土名収容所、田井等収容所、瀬嵩収容所、大浦崎収容所、占知屋収容所、宜野附収容所、漢那収

容所、石川収容所、前原収容所、コザ収容所、知念収容所であった。なかでも、辺士名地区、田井等地区、

宜野附地区、石川地区、前原地区の収容所に戦場難民の大半が収容された。

収容所が北部に集中したのは日本軍の飛行場や陣地が中南部に集中していたため主な戦場が中南部とな

ったことと、米軍が航空基地を建設し、中南部の平野部と港湾地帯を無人化するためであった。そのため

北部地域の収容所は、 1945年9月から10月の間には本島全域の収容所の人口の約3分の 2以上の難民を

収容することとなった。

収容所には中南部からの避難民をはじめ沖縄本島全域の住民が収容された。例えば、今帰仁村の住民は

田井等収容所へ、国頭村の住民は辺士名収容所へというように地域ごとに収容された収容所がある程度区

別できる。そのなかでも伊江村の住民は全員慶良間諸島に収容され、伊江島には戦後初期住民の姿が全く

なくなったのである。

戦後の始まり

このように沖縄住民が収容されている状況において1945年9月に市議会と市長の選挙が行われた。こ

の選挙で選ばれた市議会と市長は米軍の命令に逆らえないものであり実際は形だけのものであったが、こ

れにより石川市、辺士名市、田井等市、漢那巾、宜野座市、古知屋市、久志巾、瀬嵩巾、前原市、胡差巾、

知念市が沖縄本島に誕生した。この時期住民は自分の郷里に帰ることも許されず収容所での生活をよぎな

くされていた。そのため、北部地域の人口は膨大な数となり宜野座地区 (1B久志村とI□金武村）では一地
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域に 3つの市が誕生することになった。

1945年10月30日から地域の限定はあるが徐々に帰郷が許されるようになると、住民はそれぞれの郷里

へと帰っていった。しかし、現在でも郷里が米軍基地となり自分の土地に立ち入ることができなかったり、

字自体が消滅してしまった所なども多数ある。（中部編第Il章第3節「沖縄戦前後の市町村編成」を参照）

戦争遣跡としての収容所

収容所は沖縄県民の戦後の始まりの地であったと言える。それと同時に沖縄県民にとっては古領軍であ

る米軍に生活の場や自由を奪われた戦争体験の一つの側血であったともいえる。

宜野座村は1983年収容所の墓地跡の発掘調査を行い、その報告書を作成している。戦中多数の避難民

が収容所に収容され戦場から隔離されたわけであるが、それ以前に負った傷や栄養失調、マラリアなどで

多数の死者がでている。収容所の集中していた宜野座村にはその墓地跡が残っていたのである。

収容所はガマや他の戦争遺跡とは異なり収容所が解体された後は住民の居住地や田畑として利用されて

いった。そのため戦後建てられた記念碑を除き、その多くが跡形もなく破壊され収容所であった跡自体が

殆ど残されていない。

しかし、わずかではあるが残っている収容所跡を調査することは、戦場を逃げまどう県民の戦場体験と

は違った側面の戦争体験を明らかにすることとなるといえる。

（参考文献）

名護市戦争記録の会、名護市史編さん委員会（戦争部会）、名護市史編さん室『名護市史叢書・ 1 語りつぐ戦争―市

民の戦時・戦後体験記録ー第1集』名護市役所 1985年

沖縄市町村□十周年史編集委員会『沖縄市町村三十年史』沖縄市町村三十周年史編集委員会、沖縄県市長会、沖縄県
町村会、沖縄県市議会議長会、沖縄県町村議会議長会 1983年

金武町史編さん委員会『金武町史第二巻 戦争•本編』金武町教育委員会 2002年

宜野座村誌編集委員会『宜野座米事野戦病院集団埋葬地収骨報告書』宜野座村 1985年

伊江村教育委員会『証言資料集成 伊江島の戦中・戦後体験記録 イーハッチャー魂で苦難を越えて』伊江村教育委

員会 1999年
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II . 記念碑

天皇制の国家であった戦前の日本には、天皇の即位や皇太fの誕生・成婚あるいは紀元二千六百年など
を記念した「記念碑」「記念物」が全国的に建立・建設された。このことは沖縄も例外ではなかった。ち
なみに昭和天兒の即位（御大典あるいは御大礼とよばれていた）を奉祝する記念事業は全国で 1万2447
件にのぼった。ここでは現存している記念碑・記念物について、現在確認されている範囲で紹介する。

御大典関係

御大典とは天皇の即位儀礼であり、戦前は1915(大正4)年の大正天皇即位と1928(昭和3)年の昭
和天皇即位の 2回あった。

昭和天皇の即位には、高齢者に「養老賑憮」として木杯と洒肴料が全国で45万9597人（沖縄は3554人）
に下賜され、さらに特別減刑• 特赦、国家への功労者に対する叙位叙勲や表彰も行われ、天皇の「聖恩」
を国民に与えた。国民は「聖恩」に応えるため奉祝行事と記念事業を全国各地で催した。那覇市は海水浴
場開設と奉安所設間、首里市は道路改修、町村では奉安所設樅6カ所・小学校校舎建築3校・道路改修・
橋梁架設9カ所や造林・公園・消防設備拡充、また昭和会館の建設や那覇駅構内に時計が設骰された（田
中伸尚『一九二八年。「御大典」

の裏側で』）。

また、沖縄県は御大典記念

事業として、勤倹貯蓄の民謡

を広く県民に募集し、その結

果選ばれたのが具志頭村出身

の仲本稔が作詞した「rf水節」
（宮良長包作曲）である。現存

している記念碑・記念物は以

下の通りである。

束村字高江「御大典祈念造

林地」（大正5年）沖縄小林区

署が梓を4町歩余りに植林。

大官味村字喜如嘉「御大典
I " 1,1 1 1 , r-7, ―● ～・・「---,「,,'・ ' ' ' ' -. や-- • ., ら".. , 合：翠9ごふ、るミ姿て応｀心~.,,, ，ゞさぎ,:ぷふもヽぷ芯訟屡類謬哀ぷ寒ぶ心

記念碑J(昭和3年）橋の改修。 大宜味村字喜如嘉「御大典記念碑」
本部町字伊豆味「御大祖記念」（昭和5年）伊豆味神社を改築。
本部町字崎本部「御大典紀念碑」（昭和3年）崎本部青年会。

名護市字安和「御大典紀念道路碑」（昭和3年）勝山区民が道路を改修。
糸満市字糸満「御大典記念改築碑」（昭和7年）白銀神社の改槃。

糸満市字糸満「御大典記念山崩毛改修碑」（年代なし）山刷毛の改修。

豊見城市字保栄茂「御大典記念」（昭和3年）字運動場建設。

玉城村字冨甲「水道工事竣工祈念碑」（大rElO年）字が御大典記念として正泉井の改修費を大正4年か
ら梢み立てた。

久米島町字比屋定「御大典祈念井泉」（昭和3年）井泉に刻まれている。

紀元二千六百年関係

太平洋戦争が始まる前年の1940(昭和15)年11月108に紀元二千六百年の祝賀式典が皇居前広場で催
された。式典には近衛文麿首相ほか各大臣、外国使節、それに全国代表5万人（沖縄からも淵上知事以下
百余名）が参列した。 1940年は神武天皇即位の紀元前660年から数えて2600年の節Hということで、国
家行事が展開された。全国各地では前述した御大典記念事業と同じように奉祝行事や記念事業（記念碑建
立）が行われた。宮崎県で建立された「八紘一宇之塔」はこの象徴であった。
沖縄は、護国神社の建設、那覇市が奥武山公園運動場の整備、県が記念造林（羽地村嵐山）、中頭郡教
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育部会が教育会館、波之上宮

が修養道場、県警防団が本部

建物、そして大里村・座間味

村などが忠魂碑の建立、奉安

殿の建設や御嶽の改修などが

行われた。現存している記念

碑・記念物は次の通りである。

名護市字嘉陽「上城紀元

二千六百年祭記念」（昭和14年）

本殿の改修と鳥居新築。

伊江村字川平「ミンカザン

ト」水を貯める装岡で「紀元

二千六百年記念」と刻まれて

いる。

豊見城市字平良「紀元二千六百年記念改修」井泉の改修。

豊見城市字宜保「紀元二千六百年記念改修」ビジュンの改修。
豊見城市字保栄茂「紀元二千六百年記念」と刻まれた掲揚台の建設。

皇太子餌誕生・御成婚関係

伊江村字川平「ミンカザント」

皇太子の誕生や結婚を記念しての事業も全国的に行われた。沖縄県でも例外ではない。現存する記念
碑・記念物は次の通りである。

名護市字仲尾次「簡易水道 皇太子殿下御誕生記念碑」（昭和9年）字民が築造。
名護市字安和「皇太子殿下御誕生記念改築」の碑（昭和9年）安和神社を字民が築造。
玉城村字前川「皇太f殿ド御成婚祈念碑」（大正3年）在郷軍人・青年会・処女会が御宮を新築。
糸満巾・字糸滴「皐太子殿下御誕生記念J(昭和9年）山崩毛に建てられた国旗掲揚台。
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ー
皿沖縄戦関係文献目録
県市町村史編集部署の発刊した沖縄戦関係文献の目録を年代別に記載した。尚タイトル後の刊行機関名は
編集• 発行の順であるが、それぞれ同一機関の場合は軍複して記さない。

1971年

『沖縄県史第 8巻 各論編 7 沖縄戦通史』琉球政府

『沖縄県史第9巻 各論編8 沖縄戦記録l』琉球政府
『市民の戦時体験記録 第 1集』那覇巾企画部市史編集室編 那覇市役所

1972年

『市民の戦時体験記録 第 2集』那覇市企画部市史編集室編 那覇市役所

1978年

『忘れられぬ体験 市民の戦時・戦後体験記録 第 1集』戦時・戦後体験記録委員会
『忘れられぬ体験 巾民の戦時・戦後体験記録 第 2集』戦時・戦後体験記録委員会
『本部町史（卜下）』本部町史編集委員会 本部町役場

1980年

『伊江村史 F巻』伊江村史編集委員会編 伊江村役場
『今、平和のために 戦災空襲を記録する会全国連絡会議 第10回記念那覇大会報告書』那覇市企画部市史編集室編
1981年

『那覇市史 資料編第2巻 7 市民の戦時・戦後体験記録 l』那覇市企画部市史編集宰編『那覇市史 資料編第3巻 8
市民の

戦時・戦後体験記録 2』那覇市企画部市史編集室編

1982年

『宜野湾市史 第 3巻資料編2 市民の戦争休験記録』宜野湾市史史編集委員会

1984年

『浦添市史 第 5巻資料編4 戦争体験記録』浦泳市史編集委員会 浦添市教育委員会
『南風原町沖縄戦戦災調査 l 喜屋武が語る沖縄戦』南風原町教育委員会
『市民の戦時戦後体験記録 あのころのわたしは（第二集）』石垣市史編集室

1985年

『宜野座米軍野戦病院集団埋葬地集骨報告書』宜野座村史編集委員会編

『南風原町沖縄戦戦災調査 2 兼城が語る沖縄戦』南風原町教育委員会編

『北谷町民の戦時体験記録集 第り集 沖縄戦 語ていいかな何時ぬ世までいん』北谷町史編集事務局編 北谷町役場
『市民の戦時戦後体験記録 あのころわたしは（第三集）』石垣市史編集室

『語りつぐ戦争 第 l集』名護市戦争記録の会・名護市史編さん委員会（戦争部会） ・名護市編さん室編 名護巾役所
1986年

『沖縄軍事閃係事典 (1)』北谷町史編集事務局編 北谷町役場

1987年

『西原町史第 3巻』西原町史編集委員会編 西原町役場

『宜野座村誌 第二巻 資料編 1 移民・開墾・戦争体験』宜野座村誌編集委員会宜野座村役場
『市民の戦争休験記録』具志川巾教育委員会編

『南風原町沖縄戦戦災調杏 3 宮城が語る沖縄戦』南風原町教育委員会編
『南風原陸軍病院壕』南風原町教育委員会編

『沖縄軍事関係事典 (2)』北谷町史編集事務局編 北谷町役場

1988年

『座問味村史 下巻 戦争体験記』座間味村史編集委員会編座間味村役場

『石垣市史 資料編近代 3 マラリア資料集成』石垣史総務部市史編集室編

『戦争編 聞き取り調査報告書 戦争体制下の彫喜味を中心に（読谷村史研究資料6)』読谷村史編集事務局編

1990年

『中城村史第4巻戦争体験編』中城村史編集委員会編 中城村役場
『渡嘉敷村史 通史編』渡嘉敷村史編集委員会編 渡嘉敷村役場

『南風原町沖縄戦戦災調査4 津嘉山が語る沖縄戦』南風原町教育委員会編

『戦争編 聞き取り調杏報告書 第 1回 沖縄戦当時の読谷山役場職員座談会（読谷村史研究資料 7)』読谷村史編集事
務局編

『戦争編 聞き取り調査報告書 第 2回 沖縄戦当時の読谷山役場職員座談会（読谷村史研究資料8)』読谷村史編集事
務局編

1991年

『南風原の学童疎開 もうひとつの沖縄戦』南風原町教育委員会 南風原町
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『戦争編 宮崎県疎開地調査報告書 1 諸塚村家代での座談会（誠谷村史研究資料 9)』読谷村史編集1け初贔漏
『戦争編 宮崎県疎開地調査報告書2 えびの市での間き取り調査（読谷村史研究資料10) 』読谷村史編集•Ji:,f½),,j編
『戦争編 宮崎県疎開地調杏報告書3 二股町三原での座談会（読谷村史研究資料11)』読谷村史編集事務]1,j釦
『戦争及び紛争関係収集図書H録 1 (読谷村史研究資料13)』読谷村史編集事務局編

1992年
『北谷町史 第 5巻資料編4 北谷の戦時体験記録』北谷町史編集委員会編
『南風原町沖縄戦戦災調査5 与那覇が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会
『読谷村史戦争編聞き取り調査報告 特攻隊関係資料（読谷村史研究資料18)』読谷村史編集事務局編

1993年
『南風原町沖縄戦戦災調査 6 大名が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会
『南風原町沖縄戦戦災調査 7 宮平が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会

1994年
『矧念村史 第 3巻 戦争体験記録』知念村史編集委員会編 知念村役場

『検証悴害者の沖縄戦 障害者は沖縄戦をどう＜ぐり抜けたか』南風原町史編集委員会編 南風原町教育委員会
『南風原町沖縄戦戦災調杏 8 山川が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会

『南風原町沖縄戦戦災調査9 照屋が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会

1995年

『戦時体験記録 北谷町』北谷町役場企画課町史編集室編 北谷町役場

『南風原町沖縄戦戦災調責10 新川が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会
『南風原町沖縄戦戦災調査11 本部が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会
『戦争遺跡（壕）の保存活用を考える 南風原町平和ウィークの記録』南風原町文化センター

『ムギメシヒトッ ココフタツ 与那原の学童疎開第 1部体験集』与那原町学童疎開史編集委員会 与那原町教育委員
会

『沖縄のお友逹へ 復刻版 昭和21年9月308 大野国民学校』与那原町学窺疎開史編集委員会 与那原町教育委
員会

『島びとの硝煙記録 多良間村民の戦時・戦争体験記録』多良間村戦時・戦争体験記録編集委員会 多良間村教育委員

会

『具志川市の慰霊塔』具志JII市史編さん室編 具志川市教育委員会
『防衛庁資料H録 防衛庁防衛研修所図書館蔵』具志川市史編纂室編 具志川市教育委員会

1996年

『西原町史第五巻資料編四 西原の考古』西原町史編集委員会西原町役場

『未来への誓い 戦後50年記念名護市戦没者名簿』名護市史編さん室 名護市民生課
『沖縄県史 資料編2 琉球列島の沖縄人。他 沖縄戦2』財団法人沖縄県文化振興会公文書管刑部史料編集室 沖縄
県教育委員会

『南風原町沖縄戦戦災調査12 神里が語る沖縄戦』南風原町史編集室編 南風原町教育委員会
『南風原町陸軍病院壕 保存・活用についての答申粛』南風原睦軍病院壕保存・活用調杏研究委員会

『平和祈念ガイドブック ひびけ平和の鐘』石垣市総務部市史編集空 石垣市

『町民の戦争体験記』町民の戦争体験記編集委員会 本部町役場

『太平汗戦争・沖縄戦西厭町世帯別被災者記録』西原町役場

『竹富町史 第十一巻 資料編 戦争体験記録』竹富町史編集委員会• 町史編集室編 竹富町役場

1997年
『沖縄県史 資料編4 アイスバーグ作戦 沖縄戦4 (原文編）』財団法人沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室
編沖縄県教育委員会

『城辺町史 戦争沖縄史体験編』城辺町役場

1998年

『沖縄戦研究 I』財団法人沖縄県文化振興会公文内管理部史料編集室編 沖縄県教育委員会
『一般疎開 安村静H記ー天願から宮崎ヘー』具志川市史編さん宰 具志JII市教育委員会
『沖縄の疎開資料目録 与那原の学童疎開 第 2部資料集』与那原町学童疎間史編集委員会編 与那原町教育委員会
『糸滴市史 資料編7 戦時資料下巻ー戦災記録・体験談ー』糸憐I川Ii編集委員会編 糸満市役所
『美里から戦さ世 沖縄市史資料集』沖縄市企画部平和文化振興課 沖縄,ti役所
『第2回戦争遣跡保存全国シンポジウム報告集』南風原町・戦争辿跡保{i全国ネットワーク・沖縄平和ネットワーク

1999年
『沖縄戦研究II』財団法人沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室編 沖縄県教育委員会
『東風平町史 ー戦争体験記ー』町史編集委員会 東風平町

『証言・資料集成 伊江島の戦中・戦後体験記録ーイーハッチャー魂で苦難を越えて一』伊江島教育委員会編 伊江島
教育委員会

『南風原が語る沖縄戦 南風原町史第 3巻 戦争編ダイジェスト版』南風原町教育委員会南風原町
『客馬車の鑑札をめぐって～国市さんとバレットさんの出会い～読谷村史研究資料6-12 (No.23)』読谷村史編集室編
『シベリア抑留者座談会 読谷村史研究資料6-13 (No.21)』読谷村史編集室編
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『満州での戦争体験 読谷村史研究資料 6~14 (No.25)』読谷村史編集室

『佐敷町史 四戦争』佐敷町史編集委員会佐敷町役場

2000年

『嘉手納町史 資料編5 戦時資料上』嘉手納町史編纂審議会編 嘉手納町教育委員会

『鉄田義司日記 船浮要塞重砲兵連隊の軌跡 竹富町史資料集』鉄田義司 竹富町役場

『沖縄県史ビジュアル版 5 空から見た沖縄戦』財団法人沖縄県文化振興会公文苫管理部史料編集室編 沖縄県教育委

員会

2001年

『豊見城村史 第6巻 戦争編』豊見城村史戦争編専門部会編 豊見城村役場

『沖縄県史 資料編12 アイスバーグ作戦 沖縄戦5 (和文編）』財団法人沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室
編沖縄県教育委員会

2002年

『むかし南風原は南風原町史第5巻考古編』南風原町史編集委員会南風原町役場

『読谷村史第4巻資料編3』読谷村史編集委員会読谷村役場

『金武町史 第2巻戦争 本編・証言編・資料編』金武町史編さん委員会編 金武町教育委員会
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① 国 頭 村
戦争遺跡分布図凡例

1 使用した地形図は国士地理院（平成6年 12月1日）発行25,000
分の 1を複製、転用した。

2 遣跡一覧表の番号は、各市町村とも概ね北の字から南の字及び東の
各番I 戦争遣跡名 I市町村 I所在地 l種別 I 形態 I 字から西の字へと番号を並べており、分布図と一覧表の番号は対応

している。

1 Iミ／ヌグスクの下の壕 1 国頭村 1 I住民避難 1人工壕
I 

奥
遣跡所在地について、本文表記の番地は遺跡の中心部と思われる位3 

2 ヒナクブの交通壕 国頭村 奥 陣地 構築物
置を示しているもので、所在地を限定したものではない。分布地図

上に示した範囲についても同様の意図である。

3 乃木神社鳥居 国頭村 奥 その他 建造物 4 遣跡の名称については、各市町村において差異があるので、ここで

は、地元住民の呼称や、使用していた部隊名が判るものはそれを使

41字奥の忠魂碑 I 国頭村 I奥 記念碑 建造物 用した。

5 奥の避難壕 国頭村 奥 住民避難 人工壕 5 一覧表の名称は方言名が多いためにカタカナ表記が多い。そのため
地元の発音と異なるものが多々あると思われる。

6 カジマナの壕 国頭村 奥 住民避難 人工壕 6 一覧表中の各遣跡の種別と形態は次のとおりである。
種別：住民避難、陣地、政治・行政、記念碑等、交通関係、不明、

その他
形態：自然壕、人工壕、建造物、構築物、不明、その他

※本附図では、主として軍事目的に建築または土木工事を行った構

造物を構築物とし、軍事目的以外のものを建造物とした。

7 遺跡のほとんどが、試掘調査、発掘調査によって範囲等が変わる場
合があるので、近辺での開発工事については当該市町村教育委員会

との連絡調整が必要である。
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⑥ 本 部 町
I各番I 戦争遭跡名 l市町村 I所在地 I種別 I 形態

I l ジャニ浜の避難壕 本部町 具志堅 住民避難 自然壕

2 具志堅の陣地壕 本部町 具志堅 陣地 人工壕

3 イリンゴウ 本部町 新里 住民避難 自然壕

4 アブントウ 本部町 新里 住民避難 自然壕

5 中袋の防空壕 本部町 謝花 住民避難 人工壕

6 謝花国民学校の奉安殿 本部町 謝花 その他 建造物
--戸_"'1三.:--喜-汚頼二豆葛：=~ ふ望｀•芥{,_.忍-済璽｀ん}. 761. ・バ_tlしi./ / I I 

町 I 7 桃原の飛行場跡 本部町 北里、豊原 陣地 構築物

8 ウーミィアブ 本部町 山）[[ 住民避難 自然壕

， 山里の弾薬保存壕 本部町 山里 陣地 人工壕

10 海軍砲台 本部町 山里 陣地 構築物

11 テンヌチヂガマ 本部町 野原 住民避難 自然壕

12 字東の忠魂碑 本部町 東 記念碑 建造物

名 13 戦没軍人氏名の碑 本部町 東 記念碑 建造物

司ロつ直

14 東の住民避難壕 本部町 東 住民避難I人工壕

15 渡久地の避難壕 本部町 渡久地 住民避難1人工壕

16 渡久地警察署の壕 本部町 I渡久地 I政治・行政1人工壕

17 本部監視哨跡 本部町 I谷茶 I政治・行政I構築物
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⑪恩納村 ． 金武町

各番 戦争遺跡名 市町村 所在地 種別 形態

1 名嘉真の住民避難壕 恩納村 名嘉真 住民避難 人工壕

2 ウドイガマ 恩納村 瀬良垣 住民避難 自然壕

戦争遺跡名 I市町村 I所在地 I種別 I 形態

故陸軍上等兵・
金武町 並里 住民避難 建造物

仲間兵二郎の墓

ウッカー洞 金武町 並里 住民避難自然壕

苗代田の壕 金武町 並里 住民避難 不明

忠魂碑 金武町 金武 住民避難 建造物

ティラガマ 金武町 金武 住民避難 自然壕

メーカジメーヌガマ 金武町
金武 陣地＋住自然壕＋

民避難 人工壕

アナガー 金武町 金武 住民避難 自然壕

金武鍾乳洞 金武町 金武 住民避難 自然壕

1I 征露紀念碑 金武町 金武 住民避難 建造物

I 
金武町 金武 住民避難 自然壕

Ill豊平隊陣地壕 I金武町 金武 陣地 陣地壕I -: 

t12 I震洋隊秘匿壕 I金武町 1 金武 I陣地 陣地壕 I 
豆



⑫恩納村・金武町



勘湖目甜梱習刊爾千廿恥上昇栂留c...f+ーキ~<年TZ 

勘滋目那甜習碍爾+ti恥土昇溝留ム鉢<—亡oz 
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8J 岡籍lI謄翠旦

覇滋目翡穂習碍田m拌磯留と且くキc..£..LT 

覇渤目甜甜習l}田巾綽随噂'
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91 謡粥②到田川
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